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【
研
究
ノ
ー
ト
】

関
東
大
震
災
と
「
社
寺
文
化
財
」
の
復
旧

ｌ

神

奈

川

県

域

を

中

心

に

Ｉ

【
要
旨
】

関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
人
的
・
物
的
に
さ
ま
ざ
ま
被
害
が
生
じ
た
が
、
伝
統
的
文

化
の
一
面
を
構
成
す
る
神
社
や
寺
院
の
建
物
や
什
宝
（
「
社
寺
文
化
財
」
）
も
そ
の

悲
劇
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
神
奈
川
県
は
鎌
倉
を
は
じ
め
由
緒
や
伝

統
の
あ
る
社
寺
が
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
社
寺
文
化
財
の
震
害
が
多
数
生
じ
た
。
そ
の
復

旧
に
際
し
て
は
国
や
神
奈
川
県
、
市
町
村
か
ら
援
助
が
な
さ
れ
た
が
、
古
社
寺
保
存

法
の
「
特
別
保
護
建
造
物
」
や
「
国
宝
」
を
は
じ
め
と
す
る
よ
う
な
大
寺
院
・
古
刹

や
名
刹
、
官
国
幣
社
や
県
社
へ
の
支
援
が
優
先
さ
れ
、
そ
う
で
は
な
い
社
寺
文
化
財

へ
の
援
助
は
自
力
復
旧
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
の
国
家
神
道
を
反
映
し

て
神
社
に
対
す
る
行
政
か
ら
の
保
護
に
比
べ
る
と
、
寺
院
へ
は
薄
く
、
多
く
の
寺
院

は
檀
家
や
地
域
を
基
盤
と
し
た
自
立
的
な
復
旧
へ
の
道
を
模
索
す
る
し
か
な
か
っ

た
。
社
寺
文
化
財
の
復
旧
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
は
、
規
模
の
大
小
や
神
社
と
寺
院
の

違
い
を
問
わ
ず
復
旧
の
経
費
を
ど
の
よ
う
に
捻
出
す
る
の
か
と
い
う
財
政
問
題
で
あ

る
。
寺
院
で
は
再
建
の
際
に
、
皇
室
か
ら
の
御
下
賜
金
、
拝
観
有
料
化
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
が
試
み
ら
れ
た
が
、
多
く
の
社
寺
で
は
復
旧
経
費
を
一
般
の
寄
付
金
に
求

め
た
。
神
奈
川
県
で
は
、
多
く
の
社
寺
に
よ
る
寄
付
募
集
が
増
加
し
て
、
震
災
後
の

自
治
体
財
政
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
事
態
と
な
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
関
東
大
震
災
社
寺
文
化
財
復
旧
神
奈
川
寺

嵜

弘

康

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
東
経
百
三
十
九

度
三
十
分
北
緯
三
十
五
度
二
十
分
の
相
模
湾
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（

１

）

七
・
九
の
大
地
震
が
発
生
し
、
東
京
府
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
山
梨

県
・
静
岡
県
・
茨
城
県
・
長
野
県
・
栃
木
県
・
群
馬
県
の
一
府
九
県
の
広
範
囲
に
わ

た
り
、
震
度
五
～
六
の
強
震
の
た
め
建
造
物
は
倒
壊
し
、
ま
た
火
災
や
津
浪
、
地
割

れ
な
ど
が
発
生
し
激
甚
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
後
日
、
こ
れ
を
地
震
名
と
し
て

「
大
正
大
地
震
」
や
「
関
東
大
地
震
」
、
災
害
名
と
し
て
は
「
大
正
大
震
火
災
」
や

「
関
東
大
震
災
」
と
人
々
は
呼
ん
だ
。

関
東
大
震
災
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
内
務
省
や
震
災
予
防
調
査
会
が
ま
と
め

た
調
査
報
告
が
あ
り
、
ま
た
府
県
別
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
も
各
府
県
の
震
災
誌
な

ど
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
１
は
人
的
被
害
と
世
帯
被
害
の
総
計
で
あ

る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
人
的
被
害
面
で
も
っ
と
も
大
き
か
っ
た
の
は
人
口
高
密
度
の

市
部
を
有
す
る
東
京
府
や
神
奈
川
県
で
あ
る
。
東
京
府
は
人
的
被
害
の
総
数
で
は
神

奈
川
県
よ
り
も
多
い
が
、
人
口
に
占
め
る
人
的
罹
災
率
は
神
奈
川
県
の
方
が
高
い
。

家
屋
の
被
害
も
同
様
で
、
罹
災
率
は
神
奈
川
県
が
東
京
府
よ
り
高
く
な
っ
て
お
り
、

市
部
を
比
較
し
て
も
東
京
市
よ
り
も
横
浜
市
の
罹
災
率
が
高
い
。
こ
れ
ら
は
神
奈
川

県
が
東
京
よ
り
も
震
源
に
近
い
地
域
で
あ
る
こ
と
や
、
木
造
建
造
物
が
多
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

震
災
に
よ
る
被
害
は
右
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
共
施
設
、
工
場
や
会
社
・
商

店
、
鉄
道
や
道
路
、
港
湾
や
橋
梁
、
娯
楽
施
設
や
公
園
と
い
っ
た
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

は

じ

め

に

－41－



表1 閨東大震災による被害一覧

家屋被害（戸）

謀;| 雀壊 ｜ 半壊 ｜ 流失 ｜砿損 |全半焼｜ ：’
■■ 人的被害(人）
雨当時の人口| 死者 |行方不明|重軽傷者｜ 計

罹災率

％

罹災率

％

神奈川県

横浜市

横須賀市

19.524 51.383 3.73 274.300 16.719 ９
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千葉県 1,347,200 1,373 47 2,095 3,515 0.26 262,600 12,894 6,204 84 7，696 478 27,356 10.42

埼玉県 1,353,800 280 36 541 857 0.06244,900 4,562 4,348 6,451 15,361 6.27

山梨県 602,000 20 48 92 160 0.03 117,000 562 2,217 1,263 4，042 3．45

静岡県 1,626,300 450 42 795 1，287 0.08289,100 2,241 5,216 881 4，581 21 12，940 4．48

茨城県 1,399,100 14 1 56 71 0.01 269,700 157 267 41 308 0.1l

長野県 45 176 22l

栃木県 3 3 16 2 18

群馬県 4 4 107 170 277

丁 ｜ ,"訓| ‘"稲| ,""31“剛01 1 ,2"661 12"認｜ ｜"7"|"2"’
注長野県栃木県群馬県分はデータ不備がある。

出典内務省『大正震災誌」 (1925年） 、宇佐見龍夫「新編H本被害地震総覧』 (1987年） より作成

る
種
類
の
構
造
物
が
倒
壊
、
破
損
、
焼
失
、
流
出
、
亀
裂
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を

蒙
っ
た
。
さ
ら
に
は
神
社
や
寺
院
（
以
下
「
社
寺
」
と
略
す
）
も
、
同
様
に
倒
壊
や

焼
失
と
い
っ
た
被
害
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。

神
奈
川
県
は
古
都
鎌
倉
を
有
し
、
中
古
以
来
の
歴
史
を
持
つ
古
社
寺
が
多
数
存
在

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
社
寺
の
中
に
は
伝
統
的
な
様
式
の
本
殿
や
本
堂
を
は
じ
め
、

付
属
棟
屋
、
門
柱
や
墓
石
、
石
橋
と
い
っ
た
往
古
伝
来
の
建
築
物
や
構
造
物
が
あ

り
、
ま
た
建
築
物
内
に
は
祭
神
本
尊
を
は
じ
め
、
創
建
者
ゆ
か
り
の
彫
像
・
頂
相
な

ど
の
什
宝
、
祈
願
者
や
奉
賛
者
か
ら
の
奉
納
物
な
ど
が
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
い

（

２

）

る
。
こ
れ
ら
建
造
物
・
構
造
物
・
什
宝
な
ど
を
総
称
し
て
仮
に
「
社
寺
文
化
財
」
と

名
付
け
て
お
く
が
、
震
災
に
よ
り
こ
れ
ら
社
寺
文
化
財
も
倒
壊
し
た
建
築
物
の
下
敷

き
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
焼
失
、
散
逸
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
震
災
後
本
堂
な

ど
を
再
建
で
き
ず
統
廃
合
の
た
め
に
什
宝
類
が
散
逸
し
た
社
寺
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
震
災
に
よ
る
社
寺
文
化
財
の
被
害
と
復
旧
に
関

し
て
、
行
政
か
ら
の
援
助
、
社
寺
自
ら
の
努
力
に
よ
る
復
旧
計
画
の
両
面
か
ら
、
神

奈
川
県
域
を
対
象
に
し
て
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
神
奈
川
県
を
対
象
と
し
た
理
由
は
、
神
奈
川
県
で
の
社
寺
の
被
害
数
が
関

東
で
最
も
多
い
（
後
述
）
こ
と
と
、
伝
統
的
社
寺
が
多
い
古
都
鎌
倉
が
あ
る
こ
と
で

（

３

）

あ
る
。
鎌
倉
に
は
古
社
寺
保
存
法
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
中
世
以
来
の
伝
統
的
社
寺

が
多
数
あ
り
、
そ
の
復
旧
に
際
し
て
は
特
別
に
国
や
県
か
ら
の
補
助
が
与
え
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
関
す
る
若
干
の
資
料
が
残
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
神
奈
川
県
内
す

べ
て
の
地
域
の
社
寺
文
化
財
の
被
害
状
況
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
能
力
的
に
も
紙

数
の
点
で
も
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
具
体
的
に
は
古
社
寺
保
存
法
に
規
定
さ
れ
て
い

－42－



半
壊
で
あ
っ
た
。
震
災

前
の
神
奈
川
県
内
の
社

寺
数
は
、
『
大
正
十
年
神
況

奈
川
県
統
計
聿
日
」
に
ょ
蝿

れ
ば
神
社
一
、
三
八
○
、
罐

寺
院
一
、
七
六
一
、
合
計
垢
県

三
、
一
四
一
で
あ
っ
て
、
府
災

震
災
に
よ
り
罹
災
し
た
罐

社
寺
数
は
、
表
３
の
と
零

お
り
全
壊
一
、
○
七
九
菱

棟
、
半
壊
七
○
四
棟
、

全
焼
六
七
棟
の
合
計

１
神
奈
川
県
内
社
寺
の
被
害
数

関
東
大
震
災
に
よ
る
関
東
地
方
の
社
寺
全
体
の
罹
災
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い

が
、
寺
院
に
限
定
す
れ
ば
文
部
省
の
大
正
十
二
年
末
調
査
が
あ
り
表
２
の
と
お
り
で

あ
る
。
総
数
で
神
奈
川
県
が
も
っ
と
多
く
一
、
○
九
六
筒
寺
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
全

（

４

）

る
「
特
別
保
護
建
造
物
」
や
「
国
宝
」
を
中
心
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

｜
関
東
大
震
災
に
よ
る
社
寺
文
化
財
の
被
害

府県 全焼

東京 546

神奈川 33

千葉 3

埼玉

静岡

山梨

総計 583

東京

全潰

82

387

159

42

18

9

697

虫

貝

６

６

４

３

６

２

７

、
ｖ
Ｊ
６

６

７

２

３

６

７

３

２

６

２

２

５

皇

１

斗 三L

pl

拠
一
峨
一
獅
一
妬
一
弘
一
別
一
秒

出典

「関東大震災罹災寺院再建期間延長方」 『大正13～昭

和14宗教総規』 （国立公文書館所蔵文部省59年度

移管3A32-72553)

者
の
方
が
数
値
が
大
き
い
。
調
査
の
時

期
や
方
法
か
ら
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
神
奈
川
県
内
社
寺
の
震
災
罹
災
数
に
つ
い

て
正
確
な
数
値
は
後
日
を
待
ち
た
い
。

県
内
で
も
古
刹
名
刹
の
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
鎌
倉
地
方
に
つ
い
て
は
鶴
岡
八
幡

宮
を
は
じ
め
鎌
倉
宮
、
江
ノ
島
神
社
と
い
っ
た
神
社
と
、
鎌
倉
五
山
の
名
刹
が
こ
と

ご
と
く
被
害
を
受
け
た
旨
『
神
奈
川
県
震
災
誌
」
は
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
「
鎌
倉

震
災
誌
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
鎌
倉
町
域
で
は
神
社
は
社
殿
全
壊
十
棟
、
半

（

７

）

壊
四
棟
、
寺
院
は
堂
宇
全
壊
二
十
八
棟
、
半
壊
五
十
八
棟
を
数
え
て
い
る
が
、
鎌
倉

町
に
隣
接
す
る
小
坂
村
の
建
長
寺
、
円
覚
寺
、
円
応
寺
、
浄
智
寺
、
東
慶
寺
な
ど
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

一
、
八
五
○
棟
で
、
罹
災
率
は
約
五
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
神
奈
額

（

５

）

宝

巨

川
県
警
察
部
編
「
大
正
大
震
火
災
誌
」
被
び

の
記
載
で
、
神
社
と
寺
院
を
区
分
し
て
及
数

い
な
い
た
め
神
社
と
寺
院
ご
と
の
罹
災
椿

率
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
さ
ら
に
正
罎

確
な
数
値
で
あ
る
か
ど
う
か
も
疑
問
が
謎
県

残
る
。
横
浜
市
に
限
定
し
て
見
る
と
、
川
呑

示

右
の
神
奈
川
県
警
察
部
の
調
査
で
は
、
神

３

社
寺
罹
災
数
は
一
二
五
で
あ
る
が
、
『
横
表

（

６

）

浜
復
興
誌
』
で
は
一
六
六
と
あ
り
、
後

市郡 ｜全壊|半壊|全焼｜ 計
横浜市 ’ 461 26 1 53 1 ］25Fー八

0，

被害額(円）

1,723,198

12,000

8,677,792

10.412.990

横須賀市 ］ ’

郡部郡部 1,033 677 14 1,724

総計 1,079 704 67 1,850

出典

『大正大震火災誌』神奈川県警察部（大正15年6月発行）
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２
特
別
保
護
建
造
物
と
国
宝
の
被
害

右
の
よ
う
に
多
く
の
社
寺
が
被
害
を
受
け
た
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
古
社
寺
保
存

法
に
も
と
づ
く
「
特
別
保
護
建
造
物
」
や
「
国
宝
」
と
し
て
官
報
告
示
さ
れ
た
物
件

を
有
す
る
社
寺
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
震
災
ニ
因
り
特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
ノ
倒

（

８

）

壊
又
ハ
破
損
シ
タ
ル
モ
ノ
建
造
物
二
於
テ
九
棟
国
宝
二
於
テ
百
十
余
点
ニ
達
セ
ル
」

と
文
部
省
の
記
録
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
神
奈
川
県
内
の
特
別
保
護
建
造
物
に
該
当
す

る
の
は
、
円
覚
寺
舎
利
殿
（
明
治
三
十
三
年
四
月
五
日
告
示
）
と
鶴
岡
八
幡
宮
大
鳥

居
（
通
称
一
の
鳥
居
、
大
正
十
一
年
四
月
十
三
日
告
示
）
、
建
長
寺
の
仏
殿
・
昭

堂
・
唐
門
（
い
ず
れ
も
大
正
十
一
~
年
四
月
十
三
日
告
示
）
の
五
件
で
あ
る
。
被
害
に

（

９

）

関
す
る
具
体
的
な
記
述
が
、
同
じ
く
文
部
省
の
記
録
に
あ
る
の
で
、
左
に
引
用
す

る
。
傍
線
は
引
用
者
が
付
し
た
。

円
覚
寺

舎

利

殿

北
條
貞
時
ノ
建
立
ト
称
シ
鎌
倉
時
代
二
成
り
シ
禅
宗
様
唯
一
ノ
実
例
ナ
リ
此
禅
宗

様
ハ
当
時
禅
宗
ト
共
二
輸
入
セ
ラ
レ
タ
ル
未
ノ
建
築
様
式
ニ
シ
テ
京
都
鎌
倉
其
他
二

於
テ
盛
二
建
立
セ
ラ
レ
シ
禅
宗
伽
藍
ハ
皆
此
様
式
ヨ
リ
成
リ
シ
ガ
総
テ
廃
滅
二
帰
シ

唯
此
一
舎
利
殿
ヲ
余
ス
ノ
ミ
当
時
ノ
此
種
宋
式
ノ
余
影
ヲ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
現
今
支
那

二
於
テ
モ
全
ク
遺
存
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ョ
リ
此
舎
利
殿
ノ
価
値
ハ
一
層
重
大
ナ
リ
ト

謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

而
モ
永
ク
放
任
セ
バ
益
々
腐
朽
破
損
ヲ
増
大
ス
ベ
シ

建
物
ハ
南
方
二
潰
倒
セ
ル
モ
実
測
図
存
セ
ル
ヲ
以
テ
故
ノ
如
ク
再
興
困
難
ナ
ラ
ズ

円
覚
寺
と
建
長
寺
の
特
別
保
護
建
造
物
は
、
地
震
の
振
動
方
向
に
そ
っ
て
全
て
南

方
側
に
倒
壊
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
な
ら
ば
さ
ら
な
る
破
損
を
招
き
、
文

化
的
な
意
義
を
失
い
か
ね
な
い
と
の
危
険
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
花
崗
岩
製
の

柱
が
砕
折
し
て
し
ま
っ
た
鶴
岡
八
幡
宮
の
大
鳥
居
に
つ
い
て
記
載
が
な
い
の
は
、
こ

の
文
部
省
の
記
録
が
社
寺
文
化
財
の
修
復
に
関
す
る
法
律
案
の
参
考
書
類
で
あ
る
こ

と
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
鶴
岡
八
幡
宮
の
大
鳥
居
は
復
旧
不
可
能
と
い
う
判
断
が
な

さ
れ
た
た
め
あ
え
て
記
載
し
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

建
長
寺

仏

殿元
駿
府
ニ
ア
リ
シ
将
軍
秀
忠
ノ
夫
人
崇
源
院
廟
ヲ
移
シ
建
テ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
江
戸

時
代
初
期
廟
建
築
ノ
好
評
本
ナ
リ
最
モ
冨
麗
ナ
ル
色
彩
及
金
具
ノ
装
飾
ヲ
施
セ
リ

ﾘ 刺
詞
測
ノ
為
メ
南
方
二
潰
倒
シ
悲
惨
ノ
状
ヲ
呈
ス
速
二
再
建
セ
バ
旧
観
二
復
ス
ル
コ

カ
ラ
ザ
ル
ニ
至
ル
ベ
シ

唐
門前

者
ト
共
二
崇
源
院
廟
ヨ
リ
移
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
壮
麗
豪
華
ナ
ル
江
戸
初
期
ノ
悌

ヲ
見
ル
ベ
キ
遺
構
ナ
リ
是
亦
南
方
二
潰
倒
ス
速
二
再
建
二
着
手
セ
ザ
レ
ハ
益
々
破
損

ヲ
多
ク
ス
ベ
シ

昭
堂室

町
時
代
ノ
簡
勁
ナ
ル
禅
宗
様
建
築
ナ
リ

ト
ヲ
得
ベ
キ
モ
曠
日
禰
久
セ
バ
益
々
損
壊
ヲ
増著

ク
南
方
二
傾
斜
シ
危
険
ノ
状
態
ニ
ア

〆
彩
色
装
飾
ハ
剥
脱
シ
拾
収
ス
ベ
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極
楽
寺

彫

刻

木

造

釈

迦

如

来

立

像

一

躯

同

木

造

釈

迦

如

来

坐

像

一

躯

同

木

造

不

動

明

王

坐

像

一

躯

立
像
ノ
釈
迦
如
来
ハ
所
謂
嵯
峨
式
釈
迦
ノ
模
像
ニ
シ
テ
此
種
ノ
模
造
ガ
特
二
流
行

セ
ル
鎌
倉
初
世
ノ
作
二
係
り
其
ノ
分
布
ノ
覇
府
所
在
地
二
及
ベ
ル
ヲ
証
ス
ベ
キ
唯
一

ノ
遺
品
ナ
リ
コ
レ
ヲ
本
尊
ト
セ
ル
本
寺
ガ
鎌
倉
中
世
二
於
テ
社
会
事
業
ヲ
施
設
ス
ル

ニ
至
レ
ル
ハ
特
二
注
目
ス
ベ
キ
事
ト
謂
フ
ベ
シ

坐
像
ノ
釈
迦
如
来
ハ
造
像
ト
シ
テ
珍
シ
キ
転
法
輪
ノ
手
相
ヲ
具
シ
前
像
ヨ
リ
梢
後

レ
テ
ノ
製
作
ナ
リ

不
動
明
王
像
ハ
鎌
倉
現
存
ノ
彫
像
中
最
モ
年
代
二
宮
ミ
マ
タ
此
地
方
二
類
品
ノ
稀

一
方
、
社
寺
の
什
宝
な
ど
の
被
害
状
況
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
社
寺
の
祭
神
や

本
尊
な
ど
に
比
べ
、
什
宝
類
の
被
害
は
把
握
が
難
し
い
が
、
古
社
寺
保
存
法
で
「
国

宝
」
の
資
格
を
官
報
告
示
さ
れ
た
物
件
の
罹
災
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

震
災
以
前
に
古
社
寺
保
存
法
に
よ
り
国
宝
と
さ
れ
た
神
奈
川
県
内
社
寺
所
蔵
の
物

件
は
表
４
の
と
お
り
で
、
表
５
は
、
極
楽
寺
を
は
じ
め
覚
園
寺
、
建
長
寺
、
円
応

寺
、
浄
智
寺
、
東
慶
寺
、
高
徳
院
、
そ
し
て
円
覚
寺
及
び
そ
の
塔
頭
で
あ
る
続
燈
庵

や
黄
梅
院
な
ど
の
国
宝
と
特
別
保
護
建
造
物
の
被
害
状
況
で
あ
る
。
こ
の
中
で
焼
失

し
た
続
燈
庵
の
国
宝
二
点
を
除
け
ば
、
そ
の
他
の
国
宝
は
不
幸
中
の
幸
い
で
修
復
・

復
旧
が
可
能
で
あ
っ
た
。
文
部
省
の
記
録
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

ナ
ル
モ
ノ
ト
ス

建
長
寺

彫

刻

木

造

北

條

時

宗

像

一

躯

美

工

榛

漆

須

弥

壇

一

基

同

銅

鐘

一

口

時
頼
像
ハ
純
日
本
的
服
装
ニ
ョ
ル
彫
刻
ニ
シ
テ
面
貌
ハ
勿
論
冠
服
二
至
ル
マ
テ
写

実
ノ
微
ヲ
穿
テ
ル
モ
ノ
ア
リ
此
種
ノ
彫
刻
ト
シ
テ
他
二
比
類
ナ
キ
上
乗
ノ
モ
ノ
ナ
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
ノ
北
條
時
頼
ト
伝
へ
ラ
ル
、
所
二
本
寺
及
此
地
方
ト
ノ
密
接
ナ
ル
歴

以

上

生

ゼ

リ

覚
園
寺

壊
ス
ル
ト
共
二
其
下
敷
ト
ナ
ッ
テ
地
二
委
ス

禅
宗
建
築
ノ
模
範
ハ
円
覚
寺
舎
利
殿
二
求
メ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
如
ク
禅
宗
須
弥
壇
ノ

本
様
ハ
即
チ
コ
レ
ナ
リ
ト
言
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
其
形
式
塗
色
彫
物
等
皆
新
様
ヲ
出
シ
漁

史
的
関
係
ヲ
保
持
ス
ル
モ
ノ

酒
ナ
ル
禅
的
趣
味
二
満
テ
リ
マ
タ

点
二
於
テ
有
数
ノ
作
タ
ル
ヲ
失
ハ
ズ
像
所
在
ノ

〃
淵
幽
鬮
搦
ヲ
極
ム

＋
ノ
リ
〆
一
ア

建
長
七
年
在
銘
ノ
銅
鐘
ハ
本
寺
ノ
由
緒
ヲ
語
ル
貴
重
ノ
資
料
ナ
リ
鐘
楼
震
災
二
倒

彫

刻

木

造

地

蔵

菩

薩

立

像

一

躯

鎌
倉
現
存
ノ
古
仏
中
等
身
大
ニ
シ
テ
典
型
的
ト
ハ
云
へ
練
熟
セ
ル
技
術
ヲ
示
セ
ル

像
ハ
著
シ
ク
破
壊
セ
ラ
ル

二
躯
ハ
何
レ
モ
震
災
ノ
為
メ
倒
壊
セ
ル
堂
宇
ノ

ア
リ
震
災
ノ
為
メ
倒

所
在
食
堂
卜
共
二
地
震
ノ
際
倒
壊
シ
破
損
甚
ダ
シ

堂
宇
ハ
震
災
二
倒
壊
シ
其
ノ
下
敷
ト

壊
セ
ル
仏
殿
ノ
下
敷
ト
ナ
リ
壊
裂

下
敷
ト
ナ
リ
甚
シ
キ
壊
裂
ヲ
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表4関東大震災以前に指定の神奈川県内社寺所蔵「国宝」一覧

現在所在地｜ 社寺名 ｜区分 名称

木造初江王坐像

木造閻魔王坐像

木造倶生神像

絹本著色仏浬藥図

絹本著色虚空蔵菩薩像

絹本著色五百羅漢像

絹本著色智吉祥釈迦

絹本著色仏光国師像

紙本淡彩践陀婆羅像

梵鐘

青磁袴腰香炉

定額寺官符

紙本淡彩円覚寺境内地図

紙本淡彩富田庄図

紙本墨書北條時宗書状

紙本塁書北條時宗書状

紙本墨書祖元書状

紙本墨書円覚寺年中用米注進状

絹本著色夢窓国師像

紙本墨書華厳塔勧縁疏

木造地蔵菩薩立像

絹本著色十六羅漢像

絹本著色釈迦三尊像

絹本淡彩蘭渓道隆像

絹本著色大覚禅師像

絹本墨画観音像

紙本墨画喜江禅師像

榛漆須弥壇

梵鐘

紙本墨書法語規則

紙本塁書大覚禅師調調文

木造北條時頼坐像

木造釈迦如来立像

木造釈迦如来坐像

木造不動明王坐像

金銅五鈷鈴

金銅三鈷

木造地蔵菩薩坐像

木造十一面観音立像

木造十一面観音坐像

銅造阿弥陀如来坐像

銅経筒

銅造仏応禅師骨壺

紙本墨書法華経

率
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
調
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
８
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
銘
－
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１
’
１

官報告示年月日

明治33年4月7日

明治33年4月7日

明治33年4月7日

明治32年8月1日

明治32年8月1日

明治32年8月1日

明治41年4月23日

大正2年4月14日

大正2年4月14日

明治42年4月5日

大正4年3月26日

明治32年8月1日

明治38年4月4日

明治38年4月4日

明治38年4月4日

明治38年4月4日

明治38年4月4日

明治38年4月4日

明治39年4月14日

明治38年4月4日

明治41年4月23日

明治32年8月1日

明治32年8月1日

明治38年4月4日

明治38年4月4日

明治41年4月23日

明治41年4月23日

明治35年4月17日

明治42年4月5日

明治33年4月7日

明治38年4月4日

明治32年8月1日

明治41年4月23日

明治41年4月23日

大正8年4月12日

明治33年4月7日

明治33年4月7日

明治32年8月1日

明治32年8月1日

明治32年8月1日

明治30年12月28日

大正2年4月14日

大正2年4月14日

明治38年4月4日

時代

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉～室町

鎌倉

南北朝

室町

鎌倉

中国・元

鎌倉

南北朝

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

南北朝

鎌倉

江戸

中国・南宋

鎌倉

鎌倉

室町

室町

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

平安

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

南北朝

円応寺 彫刻

絵画

工芸
円覚寺

言

緬
一
耆
一
”

黄梅院

覚園寺
鎌倉市

絵画

建長寺

T芸

書

彫刻

彫刻

極楽寺

垂
一
垂
一
鋤浄智寺

杉本寺 彫刻

高徳院 鋤
一

藍

一

話

書

続燈庵
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現在所在地｜ 社寺名 ｜区分 名称

雛菊螺細絵硯箱

古神宝類（杏葉蒔絵平胡録）

古神宝類

紙本墨書鶴岡社務記録

紙本塁書鶴岡八幡宮修営目論見絵図

木造菩薩面

木造聖観音立像

銅造十一面観音懸仏

紙本淡彩頬焼阿弥陀縁起

木造阿弥陀如来及両脇侍立像

紙本著色当麻曼茶羅縁起他

紙本著色当麻曼茶羅図

紙本著色浄土五祖絵伝

絹本著色十八羅漢及僧像

紙本淡彩明月院絵図

木造上杉重房坐像

木造十一面観音立像

絹本著色北條実時像ほか

絹本著色十二神将像

銅鐘

称名寺伽藍古|叉I

文選集注

紙本塁耆円覚経

紙本塁耆明儒願文集

厨子入金属製愛染明王坐像

紙本著色提婆達多像

絹本著色前田利家家夫人像

刺繍大法被

木造薬師如来及両脇侍像

絹本著色阿弥陀如来坐像

絹本著色後醍醐天皇御像

銅鐘

木造薬師如来及両脇侍像

木造阿弥陀如来坐像

木造薬師如来坐像

絹本淡彩北條早雲像

織物張文台及硯箱

赤小柄短刀

官報告示年月日

明治32年8月1日

明治32年8月ll日

明治33年4月7日

明治38年4月4日

明治38年4月4日

明治33年4月7日

明治33年4月7日

明治42年4月5日

明治33年4月7日

大正12年8月4日

明治41年4月23日

明治41年4月23日

明治41年4月23日

明治41年4月23日

明治38年4月4日

明治32年8月1日

大正4年8月10日

明治33年4月7日

明治43年8月29日

大正10年4月30日

明治42年4月5日

明治43年8月29日

大正3年4月17日

大正11年4月13日

明治43年8月29日

明治33年4月7日

明治38年4月4R

明治33年4月7日

明治33年4月7日

明治32年8月1R

明治33年4月7日

大正12年8月4日

明治33年4月7日

大正6年4月5日

大正6年4月5日

明治41年4月23日

大正8年4月12日

大正11年4月13日

鍛
一
ｌ
ｌ
２
ｌ
Ｅ
－
２
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
６
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
’
四
一
１
’
’
’
’
’
４
｜
吃
一
’
’
１
’
四
一
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

時代

鎌倉

鎌倉

鎌倉

南北朝

室町

鎌倉

南北朝

鎌倉

南北朝

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

南北朝

江戸

鎌倉

平安

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

平安

鎌倉

鎌倉

鎌倉

韓国・高麗

桃山

江戸

平安

鎌倉

室町

鎌倉

鎌倉

鎌倉

鎌倉

室町

室町

鎌倉

T芸

鶴岡八幡宮
耆
一
書
一
綱
一
御
一
垂
一
銅
一
脚

東慶寺

長谷寺
鎌倉市

光触寺

光明寺 絵画

書
一
脚
一
脚
一
鋤
一
銅
一
産
一
書
一
言
一
言
一
書
一
脚

明月院

弘明寺

称名寺

横浜市

絵画
総持寺

垂
一
脚
一
細
一
鋤
一
塵

影向寺

報身寺

清浄光寺

国分寺

川崎市

小田原市

藤沢市

海老名市

伊勢原市 宝城坊 彫刻

早雲寺一途画
工芸

箱根神社工芸

早雲吉
箱根町

出典：文化庁監修『国宝・重要文化財大全別巻」 （毎日新聞社、 20()()年7月） 、 『国宝・重要文化財総合

目録美術工芸品篇上巻』 （国宝・重要文化財総合目録編纂会、 1999年4月） 、神奈川県教育委貝

会『神奈川県文化財総覧美術工芸品」 、神奈川県文化財協会「神奈川の文化財」 、八幡義生「神奈

川県国宝重要美術品史蹟名勝天然紀念物総目録」 (1941年7月、邦栄堂書店）などを基に作成

注：名称は現在の名称を用いたが、一部当時の名称のままとした。区分は便宜的に付与した。複数の官報告

示のあるものは両方の年を記載した。
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黄
梅
院

絵

画

絹

本

着

色

夢

窓

国

師

像

一

幅

文

書

紙

本

墨

書

華

厳

塔

勧

縁

疏

一

巻

画
像
二
文
書
二
独
り
本
寺
ト
深
甚
ノ
関
係
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
従
ウ
テ
地
方
的
ニ
モ

浄
智
寺

彫

刻

木

造

地

蔵

菩

薩

坐

像

一

躯

鎌
倉
時
代
ノ
彫
刻
ノ
一
般
的
様
式
一
一
ナ
レ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
手
法
ノ
温
秀
見
ル
ー

円
応
寺

彫

刻

木

造

閻

魔

王

坐

像

一

躯

同

初

江

王

坐

像

一

躯

同

木

造

倶

生

神

坐

像

二

躯

閻
魔
王
像
ハ
鎌
倉
時
代
ノ
彫
刻
中
名
作
ノ
ー
ニ
数
フ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
ノ
写
生

風
ヲ
帯
ビ
タ
ル
盆
怒
ノ
面
貌
ハ
実
｝
一
我
彫
刻
界
ノ
ー
異
彩
ナ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
初
江
王

倶
生
神
マ
タ
鎌
倉
中
世
ノ
練
熟
セ
ル
技
巧
ヲ
窺
う
二
足
ル
モ
ノ
ト
ス
四
躯
ト
モ
謁
測

円
覚
寺

美

工

銅

鐘

一

口

有
名
ナ
ル
巨
鐘
ニ
シ
テ
其
ノ
正
安
三
年
八
月
七
日
北
條
貞
時
観
縁
西
澗
子
曇
謹
銘

ト
ア
ル
銘
記
ハ
本
寺
及
鎌
倉
ノ
史
的
関
係
ヲ
徴
証
ス
ル
ニ
貴
重
ナ
ル
資
料
ナ
リ
詞
剰

足
ル
ベ
シ
震
災
ノ
為
メ
堂
倒
壊
シ
像
其
下
敷
ト
ナ
ッ

ノ
為
メ

ノ
為
メ
崩
壊
セ
ル
堂
宇
ノ
下
敷
ト
ナ
リ
身
首
処
ヲ
異
一

マ
タ
重
要
視
ス
ベ
キ
遺
品
ナ
リ

鐘
楼
傾
斜
倒
壊
二
瀕
シ
鐘
マ
タ
甚

震
災
ノ
為
メ
堂
宇
崩
壊
シ
テ
其
ノ
下
敷
ト
ナ
ル

シ
キ
危
険
ノ
状
態
ニ
ァ
リ

テ
大
破
ス

一
シ
被
害
激
甚
ナ
リ

表5鎌倉の社寺国宝被害一覧

芋名 種 別

国宝

国宝

国宝

国宝

特別保護建造物

特別保護建造物

特別保護建造物

特別保護建造物

国宝

国宝

国宝

国宝

国宝

特別保護建造物

国宝

国宝

国宝

国宝

国宝

国宝

社 名 称

釈迦如来立像

転法輪釈迦如来座像

木造北条時頼像

榛漆須彌壇

唐門

仏殿

石造大鳥居

昭堂

木造地蔵菩薩結珈跣

木造聖観音立像

絹本虚空蔵菩薩像

紙本墨書北条時宗書状

紙本墨書祖元書状

舎利殿

紙本墨書法華経

銅造仏応禅師骨壺

経筒

木造閻魔王座像

木造初江王座像

木造倶生神像

個

1

＝
l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

寺
1

1

1

1

1

1

丁
1

1

2

数
一
躯
一
躯
一
躯
一
基
一
棟
一
棟
一
基
一
棟
一
躯
一
躯
一
幅
一
幅
一
幅
一
棟
一
巻
一
口
一
本
一
躯
一
躯
一
躯

被害状況

破損

破損

破損

破損

倒壊

倒壊

倒壊

倒壊

破損

破損

破損

破損

破損

倒壊

焼失

焼失

焼失

破損

破損

破損

極楽寺

建長寺

鶴ヶ岡八幡宮

建長寺

浄智寺

東慶寺

円覚寺

円覚寺塔頭続灯庵

円応寺

出典 『大正大震火災誌』 （神奈川県警察部）
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鎌
倉
文
化
を
代
表
す
る
二
十
件
も
の
国
宝
や
特
別
保
護
建
造
物
が
建
物
の
下
敷
き

と
な
っ
た
り
倒
壊
、
焼
失
し
凄
惨
な
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

国
宝
以
外
の
鎌
倉
郡
（
当
時
）
内
の
寺
院
の
什
宝
類
に
つ
い
て
は
、
震
災
後
に
神

奈
川
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
田
中
豊
蔵
が
宝
物
調
査
を
実
施
し
「
神
奈
川
県
鎌
倉
郡
寺

（

Ⅲ

）

院
宝
物
調
査
報
告
」
を
大
正
十
四
年
三
月
に
提
出
し
て
い
る
。
現
存
し
て
い
る
の
は

第
二
次
大
戦
後
の
写
本
（
原
本
の
所
在
が
不
明
）
で
、
鎌
倉
郡
内
と
近
隣
の
寺
院

（
塔
頭
を
含
む
）
七
十
七
箇
寺
を
網
羅
し
て
お
り
、
被
害
状
況
を
伝
え
て
く
れ
る

が
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

以
上
見
た
よ
う
に
社
寺
文
化
財
の
罹
災
を
我
が
国
の
文
化
的
な
損
失
と
い
う
認
識

に
も
と
づ
き
、
特
別
保
護
建
造
物
や
国
宝
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
復
旧
へ
の
道
が
用

意
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
政
府
の
政
策
、
県
や
市
町
村
か
ら
の
援
助
、
そ
し
て
社

寺
自
身
の
復
旧
へ
の
努
力
と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
復
旧
事
業
の
特
徴
を
明

ら
か
に
し
よ
う
。

１
古
社
寺
臨
時
保
存
金

震
災
直
後
に
政
府
は
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
文
部
技
師
中
川
忠
順
な
ど
を
鎌

（

Ⅱ

）

倉
な
ど
に
派
遣
し
、
そ
の
結
果
、
特
別
保
護
建
造
物
に
あ
っ
て
は
九
件
、
国
宝
は

百
十
余
件
の
被
害
を
確
認
し
た
。
中
川
ら
の
調
査
を
受
け
た
文
部
省
は
、
我
が
国
の

「
上
代
文
化
ノ
精
華
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
力
復
旧
保
存
ヲ
謀
ル
カ
為
修
理
ヲ
行
フ
ノ

二
政
府
の
社
寺
文
化
財
復
旧
事
業

（

吃

）

必
要
ア
リ
」
と
し
て
、
緊
急
の
対
応
策
を
講
じ
よ
う
と
す
る
が
、
古
社
寺
保
存
法
に

も
と
づ
き
十
五
万
円
か
ら
二
十
万
円
の
予
算
額
が
与
え
ら
れ
て
い
た
古
社
寺
保
存
費

（
大
正
十
二
年
度
予
算
額
二
十
万
円
）
は
す
で
に
前
年
度
か
ら
の
継
続
費
な
ど
で
執

行
中
ま
た
は
予
定
が
決
ま
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
予
算
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
主
務
省
で
あ
る
文
部
省
は
、
大
正
十
二
年
度
追
加
予
算
と
し
て
臨
時
に
必
要
経

費
を
支
出
で
き
る
よ
う
「
古
社
寺
保
存
金
ノ
臨
時
支
出
二
関
ス
ル
法
律
案
」
を
大
正

十
二
年
十
一
月
に
準
備
し
、
十
二
月
二
十
七
日
開
会
の
第
四
十
八
回
帝
国
議
会
に
提

（

喝

）

出
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
議
会
解
散
の
た
め
法
案
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
法
律
案

は
、
十
四
万
円
を
臨
時
支
出
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
際
の
執
行
計
画
は
表
６

の
と
お
り
で
あ
る
。
中
川
な
ど
が
調
査
し
た
結
果
を
も
と
に
大
蔵
省
で
算
定
し
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
特
別
保
護
建
造
物
八
件
と
国
宝
百
十
四
件
に
つ
い
て
、
応
急

保
存
費
と
復
旧
修
理
費
の
二
項
目
で
計
上
し
て
い
る
。
応
急
保
存
費
と
は
、
表
の
記

載
の
と
お
り
特
別
保
護
建
造
物
で
は
、
解
体
整
備
費
、
傾
斜
移
動
直
応
急
手
当
費
、

基
礎
固
倒
壊
防
止
費
、
保
存
小
屋
費
か
ら
な
り
、
国
宝
で
は
倒
壊
建
物
取
除
費
、
取

外
費
、
仏
像
等
収
納
器
、
錆
取
費
か
ら
な
る
。
破
損
し
た
具
材
や
装
飾
部
品
な
ど
が

散
逸
し
な
い
よ
う
取
り
集
め
、
将
来
の
復
元
の
た
め
必
要
な
解
体
作
業
を
施
し
、
本

体
や
部
品
を
風
雨
か
ら
守
り
整
理
保
存
す
る
た
め
の
小
屋
や
収
納
器
を
設
け
、
傾
斜

し
た
建
物
を
元
に
戻
す
な
ど
の
作
業
経
費
で
あ
っ
た
。
一
方
の
復
旧
修
理
費
は
、
古

材
の
ほ
か
新
材
を
用
い
て
従
前
の
姿
に
復
元
す
る
た
め
の
経
費
で
特
別
保
護
建
造
物

に
の
み
充
て
ら
れ
て
い
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
応
急
保
存
費
に
あ
っ
て
は
特
別
保

護
建
造
物
分
が
二
万
七
千
円
、
国
宝
分
が
四
千
百
円
の
合
計
三
万
千
百
円
、
復
旧
修

理
費
は
特
別
保
護
建
造
物
分
十
一
万
八
千
円
、
合
計
十
四
万
九
千
百
円
を
想
定
し
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表6-1 特別保護建造物応急保存費及び復旧修理費

応急保存費内訳 単位：円

特別保護建物

応急保存費

解体

整備費

傾斜移動直

応急手当費

保存

小屋費

基礎固倒

壊防止費

復旧修理費

（当初）

復旧修理費

（修正後）
社寺名府県名

本堂 5,300 3,800 1,500 42.670 42,670

建長寺 唐門 1,150 550 600 5,215 5,215

神奈川県
昭堂 5,900 5,900 38,300 38,300

円覚寺 舎利殿 4,200 3,000 1,200 21.725 21,725

石堂寺 本堂 4.500 4,550 19,555 12,000

千葉県
傘森吉 本堂 4,550 4,500

円融寺東京府 本堂 1.400 1,400 14.415 9,200

埼玉県 金讃神社 塔婆 16.090 16,090

見積もり総額

補助金率

157,970

×0．75

145,200

×0．75

｜ ヨ7’000 127,000 | 4550 1 3｡300 11 ｣18,478 1 ｣08900 14,550 3,300 118,478 108,900補助額総計 7.350 11,800

出典は表6-1～3すべて「法律第十二号震災被害特別保護建造物及国宝二古社寺臨時保存金支出」

「国宝保存総規重要美術品等保存総規」 （文部省昭和59年度移管3A32-72534国立公文書館所蔵）

表6-2国宝応急保存費

単位：円

府県 所蔵 名称 数倒壊建物取除費取外費仏像等収納器錆取費

木造釈迦如来立像 l躯

極楽寺木造釈迦如来坐像 l躯 150 120

木造不動明王坐像 l躯

覚園寺木造地蔵菩薩像 l躯 11O 50

木造北條時頼坐像 l躯 40

建長寺髭漆須弥壇 1基 560 300

銅鐘 1口
神奈川県

円覚寺銅鐘 1口 360

木造閻魔王坐像 l躯 860

円応寺木造初江応坐像 l躯 240

木造倶生神坐像 l躯

浄智寺木造地蔵菩薩坐像 l躯 120 40

黄梅院絹本着色夢窓国師像 ’幅 250

紙本塁書華厳塔観縁疏1巻

東京遊就館出陳 塩竈神社等刀剣 90口 900

計 2,050 360 790 900 4.100

極楽寺 150 120

建長吉 560

神奈川県

円応寺 240

黄梅院 250
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表6-3特別保護建造物復旧修理費内訳

円覚寺

舎利殿

頁藪－｢訂

型L
~30~I

建長寺

唐門

員数 計（円）

20 1,500

15 30

25 100

本堂

員数 計（円）

240 18,0m

900 1‘8(剛

1.375 5.500

昭堂

員数 ｜計（円）
200 1 15,000
200 1 400

ｊ

５

２

４

０

４

頁

Ｊ

４

３

円

７

２

４

く価単

枚

軸
石
貫
尺
坪
歴
歴
矼
巫

｛

疋

費目

木材

金具

銅版

葺材料

大工

石工

葺工

人夫

基礎及石材

足場諸器械損料

事務費

合計

㈹
一
蜘
一
帥

115 2,300

2,300 9,200

60 270

150 600

1,500 4,500

250

3,280

2,500

38,300

金讃神社

塔婆

員数 ｜計（円）
60 1 4500
50 1 100

帥
一
蜘
一
鋤
一
如
一
皿

０

０

５

０

０

５

帥

帥

帥

２

２

０

０

３

６

０

２

１

１

０

８

７

４

７

１

５

３

１

１

１
２

1,200 4.8㈹

40 180

150 600

600 1,8㈹

4,200

3.000

2,790

42,670

石堂寺

本堂

員数 ｜計（円）
70 1 5，250
150 1 300

350 1,400

10 45

40 160

320 960

300

380

340

5,215

円融寺

本堂

員数 ｜ 計（円）
60 1 4，500
50 1 100

費目

木材

金具

銅版

葺材料

大工

石工

葺工

人夫

基礎及石材

足場諸器械損料

事務費

合計

ｊ

５

２

４

０

４

５

４

句

う

円

７

２

４

く仙単 靹
石
貫
鋤
坪
延
延
延
延

㈹
㈹
謁
帥
㈹
㈹
印
加
弱

６

０

２

２

４

５

７

２

５

１

４

２

１

２

１

９
１

帥
一
伽
一
別
一
弱
一
“

帥
一
皿
一
測
一
帥
一
伽

０

０

５

０

０

０

０

０

５

０

０

３

４

０

０

０

４

１

２

２

１

２

８

８

５

９

４

１

３

１

１

４
１

別
帥
帥
帥
帥
帥
帥
帥
卯

２

６

４

４

２

５

０

０

１

３

２

２

１

６
１

別
一
Ⅷ
｜
加
一
皿
一
剛

157,970 1

古

社

寺

保

存

金

ノ

臨

時

支

出

二

関

ス

ル

法

律

案

大
正
十
二
年
九
月
ノ
震
災
ニ
因
り
倒
壊
又
ハ
破
損
シ
タ
ル
特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
ノ

維
持
修
理
二
要
ス
ル
経
費
ヲ
補
助
ス
ル
為
政
府
ハ
大
正
十
三
年
度
二
於
テ
古
社
寺
保
存

法
第
十
六
条
ノ
金
額
ノ
外
十
四
万
円
ヲ
限
り
古
社
寺
保
存
金
ト
シ
テ
臨
時
支
出
ス
ル
コ

ト
ヲ
得

古

社

寺

保

存

金

ノ

臨

時

支

出

二

関

ス

ル

法

律

案

理

由

書

大
正
十
二
年
九
月
ノ
震
災
ニ
因
り
倒
壊
又
ハ
破
損
シ
タ
ル
特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
ノ

維
持
修
理
二
要
ス
ル
経
費
ヲ
補
助
ス
ル
為
古
社
寺
保
存
法
第
十
六
条
ノ
金
額
ノ
外

十
四
万
円
ヲ
保
存
金
ト
シ
テ
臨
時
支
出
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
是
レ
本
案
ヲ
提
出
ス
ル
所
以

た
。
復
旧
修
理
費
が
実
際
の
必
要
経
費
見
積
額
（
十
五
万
七
九
七
○
円
）
よ
り
少
な

い
の
は
、
古
社
寺
保
存
費
の
建
築
費
補
助
率
七
割
五
分
の
慣
例
に
従
っ
た
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
十
四
万
円
の
枠
を
越
え
て
し
ま
う
た
め
、
さ
ら
に
は
み
出
た

九
千
百
円
を
石
堂
寺
と
円
融
寺
の
修
理
費
か
ら
大
幅
に
減
額
し
て
調
整
し
た
結
果
、

最
終
的
に
特
別
保
護
建
造
物
の
復
旧
修
理
費
は
、
必
要
経
費
十
四
万
五
千
二
百
円
の

七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
す
な
わ
ち
十
万
八
千
九
百
円
と
な
り
、
応
急
保
存
費
と
合
わ
せ

て
合
計
十
四
万
円
に
納
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
文
部
省
は
大
正
十
三
年
六
月
二
十
五
日

開
会
の
第
四
十
九
回
帝
国
議
会
に
改
め
て
法
律
案
を
提
出
し
た
。
そ
の
法
律
案
と
理

（

Ｍ

）

由
耆
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

十

11
ノ

－51－



衆
議
院
で
は
、
翌
七
月
三
日
に
本
会
議
に
て
主
務
大
臣
の
岡
田
良
平
文
部
大
臣
が

趣
旨
説
明
し
た
後
、
委
員
会
審
議
に
か
け
ら
れ
七
月
八
日
の
本
会
議
で
可
決
し
貴
族

院
へ
送
付
さ
れ
た
。
貴
族
院
で
は
九
日
の
本
会
議
で
同
じ
く
岡
田
文
部
大
臣
の
趣
旨

説
明
が
あ
り
、
委
員
会
の
付
託
審
議
を
経
て
、
七
月
十
三
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全

会
一
致
で
可
決
成
立
し
た
。
そ
し
て
天
皇
の
裁
可
を
経
て
七
月
二
十
二
日
に
法
律
第

十
二
号
と
し
て
公
布
施
行
さ
れ
た
。
震
災
後
約
十
一
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
短

期
間
の
う
ち
に
、
し
か
も
多
く
の
議
論
も
な
く
議
会
を
通
過
し
た
の
は
、
こ
の
法
律

（

喝

）

が
「
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
支
出
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
が
、

十
四
万
だ
け
で
十
分
で
あ
る
の
か
、
特
別
保
護
建
造
物
や
国
宝
以
外
は
ど
う
す
る
の

か
、
大
正
十
三
年
度
だ
け
の
「
時
限
立
法
」
で
よ
い
の
か
と
い
う
点
を
、
議
会
は
と

も
か
く
文
部
省
の
中
で
ど
れ
だ
け
の
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
不
明
な
点
が
多
い
が
、

資
料
上
の
制
約
も
あ
り
こ
こ
で
は
展
開
で
き
な
い
。

と
も
あ
れ
大
正
十
三
年
度
は
通
常
費
の
古
社
寺
保
存
金
二
十
万
円
と
、
臨
時
費

十
四
万
円
の
合
計
三
十
四
万
円
が
社
寺
文
化
財
の
震
災
復
旧
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
を
う
け
て
鎌
倉
建
長
寺
を
は
じ
め
特
別
保
護
建
造
物
と
国
宝
の
震

（

脳

）

災
復
旧
工
事
が
大
正
十
三
年
十
一
月
に
開
始
さ
れ
、
ほ
ぼ
大
正
十
四
年
度
の
初
め
ま

で
に
は
完
了
を
み
て
い
る
。
し
か
し
、
国
宝
に
つ
い
て
は
応
急
保
存
手
当
の
み
で
臨

時
費
に
復
旧
修
理
費
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
経
費
は
大
正
十
三
年
度

の
通
常
費
を
充
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
の
通
り
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
た
鎌
倉

大
仏
（
銅
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
）
も
こ
の
通
常
費
の
枠
か
ら
一
万
五
千
円
が
補
助
金

（

Ⅳ

）

と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。

「
古
社
寺
保
存
金
ノ
臨
時
支
出
二
関
ス
ル
法
律
」
は
大
正
十
三
年
度
に
限
定
し
た

３
鎌
倉
国
宝
修
理
工
場
と
鎌
倉
大
仏
の
修
理

鎌
倉
地
方
で
罹
災
し
た
国
宝
類
は
、
奈
良
東
大
寺
の
勧
学
院
を
拠
点
に
仏
像
修
理

を
お
こ
な
っ
て
い
た
日
本
美
術
院
第
二
部
（
奈
良
美
術
院
）
か
ら
明
珍
恒
男
を
は
じ

め
と
す
る
数
名
の
彫
刻
修
理
家
が
鎌
倉
に
派
遣
さ
れ
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
（
大
正

十
四
年
四
月
か
ら
宝
戒
寺
境
内
に
移
転
）
に
あ
っ
た
憲
兵
隊
駐
屯
所
の
バ
ラ
ッ
ク
を

修
理
用
の
工
房
に
充
て
、
大
正
十
三
年
十
一
月
か
ら
仏
像
や
神
像
な
ど
の
修
復
作
業

（

旧

）

を
開
始
し
た
。
鎌
倉
周
辺
の
社
寺
の
国
宝
や
未
指
定
の
も
の
も
含
め
て
、
震
災
で
被

（

鋤

）

害
を
受
け
た
彫
刻
類
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
こ
で
修
理
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
写
真
は
、

（

別

）

八
幡
宮
境
内
に
設
置
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
国
宝
修
理
場
」
内
の
写
真
で
あ
る
。

こ
の
美
術
院
に
よ
る
修
復
の
た
ま
も
の
で
多
く
の
悲
惨
な
状
態
に
あ
っ
た
国
宝
類

が
、
ふ
た
た
び
往
古
の
生
命
と
輝
き
を
取
り
戻
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
修

復
の
際
の
仏
像
の
解
体
に
よ
り
胎
内
か
ら
銘
文
な
ど
が
発
見
（
初
江
王
像
）
さ
れ
る

立
法
で
あ
っ
た
た
め
次
年
度
以
降
は
通
常
の
古
社
寺
保
存
費
の
枠
の
中
で
し
か
社
寺

文
化
財
の
復
旧
事
業
を
実
施
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
文
部
省
は
大
正
十
四
年
度
（

鵬

）

予
算
要
求
に
際
し
て
「
国
宝
及
特
別
保
護
建
造
物
保
存
事
業
改
善
二
要
ス
ル
経
費
」

と
し
て
三
十
六
万
六
千
三
百
三
十
円
を
新
規
事
業
と
し
て
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
全
額

査
定
減
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
震
災
に
よ
る
国
庫
収
入
の
激
減
な
ど
の
理
由
か
ら
大

正
十
四
年
度
は
大
規
模
な
行
政
整
理
が
行
わ
れ
、
大
正
八
年
度
以
降
お
お
む
ね

二
十
万
円
を
維
持
し
て
き
た
古
社
寺
保
存
費
自
体
も
五
万
円
減
額
さ
れ
十
五
万
円
と

な
る
な
ど
、
大
正
十
四
年
度
以
降
の
社
寺
文
化
財
の
復
旧
は
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況

で
あ
っ
た
。
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な
ど
、
新
た
な
情
報
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
修
理
の
副
産
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時

点
で
は
ど
の
よ
う
な
順
番
で
修
復
が
な
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
経
費
や
期
間
が

ど
れ
だ
け
要
し
た
の
か
と
い
う
点
は
不
明
で
あ
る
の
で
、
美
術
院
で
修
理
し
た
際
に

（

配

）

作
成
し
た
「
国
宝
修
理
竣
成
報
告
書
」
や
、
そ
の
ほ
か
の
記
録
類
を
探
査
す
る
こ
と

に
よ
り
詳
し
い
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

神
奈
川
県
の
国
宝
を
代
表
し
、
か
つ
鎌
倉
時
代
の
彫
刻
を
代
表
す
る
も
の
で
、
震

災
の
大
き
さ
を
示
す
と
き
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
高
徳
院
の
銅
造
阿
弥
陀
如

来
坐
像
、
通
称
鎌
倉
大
仏
で
あ
る
。
鎌
倉
の
大
仏
は
関
東
大
地
震
の
揺
れ
に
よ
り
石

造
の
基
壇
が
崩
れ
、
像
自
体
も
少
し
く
西
向
き
に
前
方
四
・
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
せ
り

出
し
、
ま
た
継
ぎ
目
部
分
に
亀
裂
を
生
じ
、
さ
ら
に
胎
内
へ
の
進
入
口
が
塞
が
る
な

ど
の
大
き
な
被
害
を
生
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
た
鎌
倉
大
仏
で
あ
っ
た

が
、
先
に
見
た
文
部
省
の
記
録
中
に
は
そ
の
名
前
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
ど
う

し
て
で
あ
ろ
う
か
。
後
述
の
「
震
災
復
旧
鎌
倉
国
宝
写
真
帖
』
所
収
の
修
理
中
の
大

仏
写
真
の
左
側
に
木
製
立
て
札
が
見
え
、
そ
こ
に
は
「
金
壱
万
五
千
円
文
部
省
」

と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
文
部
省
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
震
災
で
被
害
を
受
け
た
国
宝
は
古
社
寺
保
存
金
の

臨
時
費
に
よ
っ
て
応
急
保
存
の
処
置
が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
鎌
倉
大
仏
の
修
理

は
古
社
寺
保
存
金
の
臨
時
費
で
は
な
く
大
正
十
三
年
度
の
経
常
費
か
ら
支
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
昭
和
三
年
九
月
三
十
日
に
高
徳
院
が
主
要
出
来
事
を
神
奈
川
県
学
務

部
長
に
回
答
し
た
答
申
書
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
大
仏
の
修
理
費
二
万
円
の
う
ち
文
部
省

よ
り
一
万
五
千
円
が
大
正
十
三
年
九
月
十
六
日
に
下
付
さ
れ
、
残
額
五
千
円
は
高
徳

（

露

）

院
が
負
担
し
た
。
鎌
倉
大
仏
の
修
復
は
仏
体
が
巨
大
で
銅
造
で
あ
る
こ
と
や
、
基
壇

修理を終えた国宝（東京国立博物館提供）
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１
神
社
復
旧
の
補
助
金

前
述
の
と
お
り
神
奈
川
県
に
は
多
く
の
国
宝
や
特
別
保
護
建
造
物
が
存
在
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
震
災
被
害
に
つ
い
て
神
奈
川
県
庁
と
し
て
も
座
視
す
る
わ
け
に
は
い

か
ず
、
可
能
な
対
策
を
講
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
神
社
に
つ
い
て
は
、
国
家
神
道
の
も

と
社
格
に
よ
り
体
系
化
さ
れ
て
お
り
、
社
格
に
応
じ
て
そ
の
維
持
経
費
や
神
官
の
人

件
費
は
国
、
府
県
や
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
支
弁
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い

た
た
め
、
神
社
へ
の
復
興
策
は
時
を
置
か
ず
し
て
始
め
ら
れ
た
。

震
災
当
時
、
国
幣
中
社
で
あ
っ
た
鶴
岡
八
幡
宮
は
舞
殿
を
は
じ
め
楼
門
が
倒
壊

し
、
鳥
居
や
灯
篭
な
ど
も
大
破
し
た
。
神
社
か
ら
の
被
害
報
告
を
受
け
九
月
十
七
日

部
分
の
崩
壊
も
あ
る
た
め
日
本
美
術
院
で
は
な
く
仏
体
は
帝
室
技
芸
員
新
海
竹
太
郎

と
鋳
造
家
安
部
胤
齋
、
基
壇
部
分
は
工
学
博
士
内
田
祥
三
が
担
当
し
戸
田
組
が
工
事

を
担
当
し
た
。
大
正
十
三
年
十
二
月
一
日
よ
り
基
壇
部
分
か
ら
工
事
を
開
始
し
、
翌

年
一
月
十
八
日
に
基
壇
工
事
の
完
了
を
待
っ
て
仏
体
の
鋳
継
目
の
工
事
に
着
手
し
、

（

型

）

す
べ
て
完
了
し
た
の
は
大
正
十
四
年
五
月
一
日
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
震
災
被
害
を
受
け
た
社
寺
文
化
財
の
う
ち
、
古
社
寺
保
存
法
に
規
定

さ
れ
た
特
別
保
護
建
造
物
や
国
宝
は
優
先
的
に
政
府
に
よ
る
応
急
処
置
や
復
旧
工
事

が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
以
外
の
社
寺
文
化
財
は
、
新
規
に
特
別
保
護
建
造

物
や
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
地
方
自
治
体
や
篤
志
家
に
よ
る
援
助
を
待

つ
か
、
自
ら
の
努
力
で
復
旧
を
目
指
す
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
県
や
市
町
村
に
よ
る
社
寺
文
化
財
の
復
旧
事
業

に
安
河
内
麻
吉
神
奈
川
県
知
事
が
、
同
二
十
七
日
に
は
内
務
省
職
員
が
、
そ
し
て
十

月
四
日
に
は
後
藤
新
平
内
務
大
臣
ら
が
相
次
い
で
八
幡
宮
の
被
災
状
況
を
視
察
し
て

い
る
。
同
社
は
内
務
省
が
所
管
す
る
国
幣
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
祭
祀
を
除
け
ば
復

旧
工
事
へ
の
県
の
関
与
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
内
務
省
が
復
旧
経
費
の
全
額

を
負
担
し
た
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
鶴
岡
八
幡
宮
の
復
旧
工
事
が
完
了
す

る
の
は
昭
和
五
（
一
九
三
○
）
年
七
月
の
こ
と
で
、
総
額
七
千
七
百
七
十
六
円
四
十

銭
の
巨
費
を
要
し
、
そ
の
う
ち
八
幡
宮
の
奉
賛
会
か
ら
五
千
五
百
六
十
六
円
八
十
二

（

弱

）

銭
を
支
出
し
た
と
、
八
幡
宮
の
記
録
に
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
修
理
経
費
の
多
く

は
神
社
や
氏
子
や
信
奉
者
で
組
織
す
る
奉
賛
会
な
ど
の
支
援
団
体
の
寄
付
に
依
拠
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

神
奈
川
県
で
は
、
震
災
以
前
か
ら
通
常
予
算
の
中
に
神
社
補
助
費
の
項
目
を
設

け
、
県
社
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
た
が
、
震
災
で
多

く
の
神
社
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、
大
正
十
三
年
十
月
の
臨
時
県
会
で
神

社
補
助
費
の
中
に
災
害
復
旧
補
助
費
と
し
て
平
成
十
三
年
度
は
十
四
万
円
、
翌
十
四

年
度
は
十
六
万
円
を
計
上
す
る
議
案
「
臨
県
第
十
二
号
議
案
自
大
正
十
三
年
度
至

大
正
十
四
年
度
神
奈
川
県
神
社
補
助
費
継
続
年
期
及
支
出
方
法
」
を
提
出
し
た
。
そ

の
提
案
説
明
の
中
で
萱
場
内
務
部
教
務
課
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

簡
単
二
御
説
明
ヲ
申
上
ゲ
マ
ス
、
本
議
案
ハ
震
災
二
依
ツ
テ
被
害
ヲ
受
ケ
マ
シ
タ
神

社
二
対
ス
ル
ー
府
五
県
二
対
シ
テ
六
十
九
万
円
ノ
融
通
金
ヲ
取
ツ
テ
呉
レ
タ
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
、
其
ノ
六
十
九
万
円
ノ
内
我
ガ
神
奈
川
県
ノ
被
害
神
社
二
対
シ
テ
三
十
万
円

ヲ
低
利
資
金
ヲ
以
テ
融
通
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
一
方
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要
す
る
に
政
府
か
ら
の
使
途
限
定
の
低
利
融
資
を
受
け
て
二
ヵ
年
で
三
十
万
円
を

神
社
の
復
旧
経
費
の
補
助
金
と
し
て
支
出
す
る
と
い
う
も
の
で
、
神
奈
川
県
内
の
神

社
の
被
害
総
額
二
百
十
万
円
の
約
一
四
％
に
す
ぎ
な
い
金
額
で
あ
る
が
、
こ
の
議
案

（

”

）

は
十
六
日
の
本
会
議
に
て
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
た
。
大
正
十
三
・
十
四
年
度
の

二
ヵ
年
に
亘
る
予
算
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
執
行
は
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
表
７
は
大
正
十
一
年
度
か
ら
十
五
年
度
ま
で
の
神
社
補
助
費
に
関
す

る
神
奈
川
県
の
予
算
及
び
決
算
の
一
覧
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
み
る
と
大
正
十
三
年
度

に
計
上
し
た
予
算
は
ま
っ
た
く
執
行
さ
れ
ず
、
翌
大
正
十
四
年
度
は
十
六
万
円
の
予

算
中
十
万
六
千
四
百
七
十
六
円
の
み
の
執
行
で
あ
る
。
執
行
残
が
生
じ
た
理
由
は
、

神
社
補
助
費
を
受
け
る
神
社
の
側
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
一
般
に

補
助
金
の
仕
組
み
で
は
、
再
建
計
画
な
り
復
旧
計
画
が
具
体
化
し
、
そ
の
計
画
書
や

収
入
見
込
書
な
ど
を
添
え
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
以
下
に
見
る
と
お
り
県
社

の
一
つ
で
あ
る
横
浜
の
皇
大
神
宮
で
さ
え
も
、
震
災
被
害
総
額
が
十
九
万
六
千
五
百

神
奈
川
県
ノ
神
社
ノ
被
害
ガ
ド
レ
ダ
ケ
ニ
上
ツ
テ
居
ル
カ
、
且
シ
之
ヲ
復
興
ス
ル
ニ

ド
レ
ダ
ケ
ノ
費
用
ガ
掛
ル
カ
ト
云
フ
ト
、
約
二
百
十
万
円
デ
ア
リ
マ
ス
、
此

二
百
十
万
円
二
対
シ
テ
三
十
万
円
、
二
ヶ
年
度
デ
三
十
万
円
ヲ
補
助
シ
テ
ヤ
ル
ト
云

フ
コ
ト
ハ
約
一
割
四
分
位
ノ
率
ニ
シ
カ
上
リ
マ
セ
ヌ
ノ
デ
、
直
チ
ニ
以
テ
県
下
ノ
神

社
ガ
復
興
、
復
旧
ヲ
ス
ル
ト
云
う
訳
ニ
ハ
往
キ
マ
セ
ヌ
ガ
、
国
ガ
是
ダ
ケ
ノ
補
助
ヲ

神
社
ノ
為
二
捻
出
シ
テ
、
詰
り
敬
戻
ノ
精
神
ヲ
以
テ
県
下
ノ
神
社
二
補
助
ス
ル
ト
云

う
其
ノ
真
意
ヲ
一
般
ノ
人
二
示
シ
タ
ナ
ラ
バ
、
此
神
社
ノ
復
旧
、
復
興
ト
云
う
コ
ト

（

郡

）

二
付
テ
余
程
好
イ
結
果
ヲ
生
ジ
出
シ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

表7神奈川県予算・決算額に占める神社補助費・名勝|日蹟保存費の変遷（大正11年度～大正15年度）

大正11年度 大正12年度 大正13年度

単位円銭厘 予算 決算 予算 決算 予算 決算

歳入総計 5.574.784.000 4,331,424.000 8.158,246.000 6.356.891.000 11.174,099.000 8,037,119.000

歳出総計 5.574.784.000 4,331,424.630 8,158,246.000 6.356.891.510 11.174.099.000 8,037,119.000

経常部計 2,519.571.000 2,392,232.280 3.688.553.000 3.299.026.7651 3.488.273.000 3.232.331.000

臨時部計 3.055.213.000 1.939.192.350 1,469,693.000 3,057,864.745 7.685.826.000 1.804.788.000

~~~~~~~~
｜

担

一

担

一

負

一

負

費
一
部
一
部

助
一
市
一
郡

補
一
一

社
一
内
一
内

神
一
一 ~~~~~~~~~~

０

一

’

０

一

一

０

｜

’

０

一

－

０

一

一

５

｜

｜
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

皿
一
皿
一
皿

知
一
胱
一
池

~~~~~~~~~~~~~~~~

０

－

二

０

一

一

０

｜

’

０

－

－

０

－

－

５

－

－
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

卯
－
５
’
５

０
－
㈹
一
㈹

０
－
５
－
４

別
菫
岨
一
証

０
－
０
’
０

０
－
０
－
０

０
－
０
’
０

０
’
０
’
２

０
－
８
－
２

０
－
３
’
６

０
－
１
－
８

４
－
５
’
８

１

－

一

０
－
０
－
０

０
’
０
’
０

０
－
０
’
０

Ｏ
－
Ｑ
ｌ
０

名勝旧蹟保存補助費

内市部負担

内郡部負担

０

一

一

町

一

一

１

－

－

０

一

’

０

一

一

０

↑

↑

３

－

一
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

皿
一
皿
一
皿

皿
一
四
一
週

３
｝
Ｌ
ｌ
Ｌ

~~~~~~~~~~~~

3,000.000 皿
一
伽
一
皿

０
－
３
雪
７

卯
一
皿
一
郎

３
’
１
－
１

~~

０
－
０
－
０

０
－
０
－
０

０
’
０
－
０

０
－
１
－
９

０
’
０
－
９

ｐ
ｌ
Ｊ
－
８

３
－
１
－
１

~~~~~~~~~~~~~~

０
－
０
－
０

０
－
０
－
０

Ｏ
ｌ
０
－
０

Ｑ
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｑ

Ｏ
－
０
－
９

Ｏ
ｌ
１
ｌ
８

ｆ
－
Ｔ
－
■

３
’
１
’
１

~~~~~~~~~~~~~

大正14年度 大正15年度

単位円銭厘 決算予算 予算 決算

歳入総計

歳出総計

５

５

９

９

１

１

７

７

４

４

６

６

４

４

４

４

１

１

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

４

４

８

８

１

１

８

８

３

３

３

３

３

３

１

１

10.730.878.000 10,917,111.000

10,730.878.000 10.917.111.000

経常部計 3,749,631.000 3,446,487.905 4,080,159.000 3,729,295.000

臨時部計 9,588,553.0Ⅸ） 6,698,159.290 6,650,719.000 7.187.815.000

神社補助費

内市部負担

内郡部負担

０
－
０
－
０

帥
一
伽
一
ｍ

０
－
０
－
０

仙
一
哩
一
鍋

６
－
５
－
０

１

画

－

１

０
－
３
－
６

皿
一
哩
一
蝿

姉
一
知
一
唖

６
二
５
－
１

０
－
３
－
７

回

Ⅱ

且

Ｐ

95.000.000 ０
－
２
－
８

伽
一
“
一
妬

３
－
２
－
０

帥
一
“
一
“

８
－
９
－
８

２

’

’

１

名勝旧蹟保存補助費

内市部負担

内郡部負担

０
’
０
－
０

卯
一
“
一
ｍ

０
－
６
－
４

０
－
９
－
０

Ｄ
ｌ
９
ｌ
０

８

－

－

２

~~~~~~~~~~~~~~

皿
一
皿
一
皿

０
’
６
－
“

“
一
睡
－
３

８
’
２
コ
５

~~~~~~~~~~~~~~

3.000.000 皿
一
皿
一
皿

０
三
２
－
８

“
一
肥
一
鮠

３
－
１
－
１

~~~~~~~~~~ 出典：各年度の予算書・決算書

（神奈川県議会図書室所蔵
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表8横浜市内の神社に対する神奈川県の補助金

単位円銭

神社名

皇大神宮

洲崎神社

八幡宮

厳島神社

杉山神社

子神社

杉山神社

子神社

稲荷神社

厳島神社

春日神社

鹿島神社

浅間神社

日枝神社

八幡神社

神明社

八幡大神

諏訪神社

杉山神社

八幡神社

橘樹神社

熊野神社

潮田神社

一ノ宮社

笠程稲荷神社

平沼神社

本牧神社

吾妻神社

杉山天満宮

所在

中区宮崎町

神奈川区青木橋

中区中村町

中区羽衣町

中区杉山町

中区野毛町

中区宮元町

中区日の出町

中区山王町

中区元町

中区永田町

中区上大岡町

磯子区森町

磯子区磯子町

磯子区滝頭町

神奈川区神奈川町

神奈川区篠原町

神奈川区南綱島町

神奈川区樽町

神奈川区白幡町

保土ケ谷区天王町

鶴見区市場町

鶴見区潮田町

神奈川区子安町

神奈川区神奈川町

神奈川区平沼町

中区本牧町

中区本牧町

磯子区岡村町

度程
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
焼
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

害
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全
半
半
半
半
半
半

被 本殿拝殿復旧費

28,630.22

52,143.36

49,316.30

68,939.20

56,427.23

17,691.90

19,124.00

12.008.46

帳
㈹
㈹
帥
帥
卯
帥
加
卯
加
帥
師
鴫
調
羽
諏
兜
弱
鎚
釣
師
銘
“
蛇
卵
帥
酎
釦
帥
鋤

詞
即
昭
躯
叩
諏
池
邸
暇
叩
唄
叩
聡
４
３
５
１
６
９
６
８
９
２
３
７
０
８
７
８
５

１

１

３

３

４

１

神
１

帽

０

０

０

０

０

０

０

０

丁兵
帥
帥
帥
帥
帥
帥
別
印

、
町
Ｊ
Ｂ
横

加

８

６

３

５

３

１

２

氏子寄付金

63,776.22

43,569.93

65,000.00

64,000.00

63,488.24

11,100.00

11,324.00

4.408.46

齢
一
騨
一
蝿
一
蝿
一
蹴
一
耐
一
耐
一
繩
一
耐
一
繩
一
耐
一
蝿
一
耐
一
湘
雨
一
蠅
一
蠅
一
蠅
一
耐
一
蹄
一
樅
一
耐
一
術
一
媚
一
耐
一
耐
一
耐
一
耐
一
繩
一
繩

1.000 1 22.500.009.759.92

出典 「横浜震災誌』第4巻

２
社
寺
文
化
財
へ
の
補
助
金

前
章
で
見
た
よ
う
に
特
別
保
護
建
造
物
や
国
宝
に
対
し
て
国
庫
か
ら
の
補
助
金
が

支
出
さ
れ
た
が
、
県
や
市
町
村
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
を

具
体
的
に
示
す
資
料
が
残
存
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
次
の
印
刷
物
を
手
が
か
り
に
、

神
奈
川
県
が
社
寺
文
化
財
の
復
旧
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
を
み
て
み
た
い
。

大
正
十
四
年
と
翌
十
五
年
に
神
奈
川
県
が
発
行
し
た
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
の
図
版
集

円
余
り
に
の
ぼ
り
、
そ
の
再
建
計
画
を
二
期
に
分
け
、
氏
子
か
ら
の
寄
付
金
の
目
途

が
つ
い
て
よ
う
や
く
昭
和
二
年
三
月
に
至
り
県
に
再
建
計
画
を
添
え
て
補
助
金
を
申

（

詔

）

諸
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

横
浜
市
内
の
神
社
に
対
し
て
神
奈
川
県
と
横
浜
市
が
補
助
金
を
交
付
し
た
額
は
表

８
の
と
お
り
で
、
総
額
で
十
五
万
二
千
九
百
七
円
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
社
格
や

被
害
の
程
度
に
応
じ
て
補
助
金
の
額
が
決
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
補

助
金
だ
け
で
は
復
旧
経
費
に
十
分
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
氏
子
か
ら
の

寄
付
金
が
復
旧
の
主
力
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
よ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
神
社
の

再
建
を
左
右
す
る
の
は
、
ま
ず
は
氏
子
数
の
多
寡
す
な
わ
ち
寄
付
金
を
集
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
で
、
つ
い
で
神
社
の
被
害
状
況
の
程
度
で
、
全
半
壊
に
比
べ
て
全
焼
の
方

が
財
政
的
に
困
難
性
を
増
す
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
寺
院
に
つ
い
て
は
、
大
寺
院
を
除
け
ば
県
や
市
町
村
か
ら
の
補
助
金
は
見

ら
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
檀
家
や
篤
志
家
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
や
、
寺
院
の
積
立
金
な
ど

に
よ
っ
て
、
仮
建
築
か
ら
本
建
築
へ
と
徐
々
に
復
旧
す
る
な
ど
長
期
間
を
か
け
て
復

旧
し
て
い
っ
た
。
寺
院
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
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（

調

）

が
二
冊
あ
る
。
前
者
は
「
震
災
復
旧
鎌
倉
国
宝
写
真
帖
」
で
、
後
者
は
「
神
奈
川
県

（

鈍

）

社
寺
宝
物
復
旧
帖
』
と
題
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
時
の
県
知
事
の
序
文
が
あ

り
、
こ
の
図
版
集
の
発
行
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
「
震
災
復
旧
鎌
倉
国
宝
写
真
帖
」

大
正
十
二
年
九
月
一
日
突
如
関
東
地
方
を
襲
ふ
た
大
地
震
は
湘
南
地
方
に
於
て
最
も

惨
害
を
暹
し
く
し
た
。
特
に
我
が
鎌
倉
は
中
古
武
家
時
代
文
化
の
中
心
地
と
し
て
幾

多
の
文
化
史
的
遺
物
を
保
持
し
、
就
中
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
る
数
の
多
い
こ
と
も
関

以
東
に
於
て
薪
然
頭
角
を
抜
け
る
状
態
に
あ
る
か
ら
、
是
等
の
貴
重
な
遺
物
、
特
に

国
宝
が
震
災
の
惨
害
を
被
っ
て
如
何
に
成
行
い
た
か
と
い
う
ふ
こ
と
は
、
識
者
の
先

づ
憂
盧
す
る
所
で
あ
っ
た
。
果
し
て
円
覚
寺
内
の
続
燈
庵
の
如
き
、
震
災
直
後
の
失

火
に
よ
っ
て
庵
と
共
に
所
蔵
の
国
宝
を
焼
失
し
た
例
も
あ
り
、
そ
の
他
は
危
く
火
災

を
免
れ
た
が
、
堂
内
に
存
置
し
て
あ
ち
た
木
造
諸
仏
の
如
き
は
堂
宇
倒
壊
と
共
に
其

下
敷
と
な
っ
て
身
首
所
を
異
に
し
、
銅
造
の
大
仏
で
さ
へ
も
少
か
ら
ざ
る
損
傷
を
被

っ
た
惨
状
を
目
撃
し
て
は
真
に
痛
心
の
極
で
、
或
は
是
等
貴
重
な
遺
物
が
す
べ
て
浬

滅
に
帰
す
る
な
き
や
を
憂
へ
し
め
た
。
是
に
於
て
文
部
当
局
は
直
に
国
宝
被
害
の
実

況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
が
、
何
等
の
僥
倖
ぞ
続
燈
庵
で
焼
失
し
た
元
亨
三
年
の
銅
経

筒
、
足
利
尊
氏
耆
写
の
法
華
経
、
及
び
同
じ
火
災
に
遭
ひ
て
甚
し
く
原
形
を
損
じ
、

修
理
不
可
能
と
な
っ
た
仏
応
禅
師
骨
壺
、
都
合
三
点
を
除
け
ば
、
そ
の
他
の
国
宝
は

破
砕
傷
損
し
な
が
ら
も
、
猶
ほ
尽
く
修
理
復
旧
の
可
能
な
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確

な
っ
た
。
即
ち
長
谷
大
仏
は
そ
の
現
場
に
於
て
、
基
壇
に
工
学
博
士
内
田
祥
三
、
仏

は
国
庫
よ
り
下
付
せ
ら
れ
、

か
得
た
。

か
く
て
古
社
寺
保
存
法
に
よ
り
修
理
費
の
全
額
又
は
全
額
に
近
き
補
助
金

翌
十
三
年
十
一
月
以
来
修
理
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と

②
『
神
奈
川
県
社
寺
宝
物
復
旧
帖
」

大
正
十
二
年
九
月
の
大
震
災
に
損
傷
の
厄
に
遭
う
た
我
が
神
奈
川
県
の
社
寺
宝
物

中
、
鎌
倉
地
方
の
国
宝
は
客
歳
そ
の
修
理
竣
工
と
共
に
之
を
紀
念
す
る
為
、
そ
の
影

像
を
玻
璃
版
に
付
し
震
災
復
旧
鎌
倉
国
宝
帖
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
而
か
も
県
下
の

社
寺
宝
物
に
し
て
修
理
を
要
す
る
も
の
は
猶
国
宝
を
初
め
と
し
て
其
数
多
く
、
こ
れ

体
に
帝
室
技
芸
員
新
海
竹
太
郎
、
鋳
造
家
安
部
胤
齋
の
諸
氏
を
煩
し
て
修
理
を
開
始

し
、
そ
の
他
の
国
宝
は
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
、
旧
憲
兵
屯
所
の
バ
ラ
ッ
ク
を
臨
時
の
修

理
工
場
に
充
用
し
て
、
奈
良
の
美
術
院
主
事
新
納
忠
之
介
、
及
び
明
珍
恒
男
二
氏
指

導
の
下
に
工
事
を
進
捗
し
、
す
べ
て
が
完
了
し
た
の
は
本
年
五
月
で
あ
っ
た
。
而
し

て
余
や
不
才
、
責
を
県
治
に
負
ふ
関
係
上
亦
終
始
こ
の
事
に
与
っ
て
幸
に
罪
な
き
を

得
た
。
今
本
帖
を
刊
行
し
て
こ
の
修
理
完
成
を
紀
念
せ
ん
と
す
る
。
思
へ
ぱ
さ
し
も

大
震
災
の
惨
し
い
害
禍
に
拘
わ
ら
ず
、
か
く
の
如
き
短
時
日
の
中
に
修
理
復
旧
の
滋

養
を
全
う
し
、
就
中
諸
仏
の
尊
容
愈
々
光
明
を
加
へ
て
、
先
人
の
遺
徳
を
永
世
に
伝

ふ
る
を
得
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
技
術
家
諸
氏
の
異
常
な
熱
誠
と
労
苦
と
に
待
つ
こ

と
多
い
と
は
云
へ
、
ま
た
自
ら
仏
菩
薩
の
冥
盧
に
も
協
ふ
も
の
と
深
く
敬
仰
の
念
に

堪
へ
い
次
第
で
あ
る
。
終
に
望
み
本
帖
の
た
め
に
岡
田
文
部
大
臣
よ
り
特
に
題
字
を

た
ま
は
り
た
る
光
栄
を
深
謝
す
る
。
又
発
行
そ
の
他
に
関
し
て
は
新
海
竹
太
郎
、
中

川
忠
順
、
田
中
豊
蔵
諸
氏
の
尽
力
を
煩
す
も
の
が
多
か
っ
た
。
巻
頭
に
序
す
る
に
当

り
併
せ
て
謝
意
を
述
ぶ
。

大

正

十

四

年

八

月

神

奈

川

県

知

事

清

野

長

太

郎

記

す

が
復
旧
も
ま
た
容
易
で
な
か
っ
た
が
、

幸
に
隠
れ
た
る
篤
志
家
よ
り
修
理
復
旧
費
と
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両
者
と
も
震
災
で
被
害
を
受
け
た
国
宝
の
修
理
や
復
旧
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
、
国
宝
の
被
害
状
況
の
写
真
と
復
旧
後
の
写
真
を
対
比
で
き
る
よ
う
に
構
成

さ
れ
、
さ
ら
に
詳
細
な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
震
災

被
害
の
激
烈
さ
に
驚
か
さ
れ
る
と
同
時
に
、
国
宝
の
復
旧
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た

の
か
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

傍
線
部
の
と
お
り
、
国
宝
の
修
復
は
国
庫
補
助
や
匿
名
の
篤
志
家
の
寄
付
に
よ
り

実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
神
奈
川
県
か
ら
の
補
助
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。

県
の
予
算
書
な
ど
に
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
国
宝
に
対

し
て
神
奈
川
県
の
補
助
金
は
な
か
っ
た
も
の
と
判
断
す
る
。

て
、
著
々
修
理
の
業
を
進
め
此
度
こ
れ
が
竣
成
を
見
る
に
至
っ
た
。
因
て
前
の
鎌
倉

国
宝
帖
と
同
じ
く
、
修
理
完
成
の
宝
物
に
併
せ
て
そ
の
破
損
状
態
を
も
影
写
し
て
こ

の
帖
を
刊
行
し
た
。
顧
る
に
震
災
後
正
に
三
星
霜
を
閲
し
て
県
下
社
寺
の
主
な
る
宝

物
が
復
旧
せ
ら
れ
、
再
び
光
彩
を
放
つ
に
至
っ
た
こ
と
は
実
に
祝
福
の
至
り
で
、
こ

れ
が
修
理
に
従
事
し
た
技
術
家
諸
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
篤
志
者
の
有
力
な
る
後

援
と
に
俟
つ
と
こ
ろ
最
も
多
き
を
思
へ
ば
衷
心
感
謝
の
外
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
け
て

も
憶
ひ
出
さ
る
、
は
先
任
知
事
故
清
野
長
太
郎
氏
の
尽
力
で
あ
る
。
県
下
の
什
宝
に

対
し
て
斯
く
も
復
旧
の
業
を
完
う
す
る
を
得
た
の
は
実
に
氏
の
熱
心
な
る
勧
請
に
よ

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
の
帖
の
成
る
に
際
し
之
を
霊
前
に
捧
げ
て
追
悼
の
意
を
表
す

し
て
の
寄
付
金
を
黍
う
し
、
国
庫

る
と
云
爾
。

大

正

十

五

年

十

一

月

於

横

浜

市

知

事

官

舎

池

田

宏

よ
り
も
引
続
き
国
宝
の
修
理
補
助
費
の
下
付
を
得

表9 「震災復旧鎌倉国宝帖』 ・ 『神奈川県社寺宝物復旧帖』掲載の国宝

社寺名

高徳院

名称

銅造阿弥陀如来坐像

木造釈迦如来立像

木造釈迦如来坐像

木造不動明王坐像

木造地蔵菩薩立像

木造閻魔王坐像

木造初江王坐像

木造倶生神坐像

木造北條時頼坐像

須弥檀

木造聖観音立像

木造地蔵菩薩坐像

絹本着色虚空蔵菩薩像

紙本塁書北條時宗書状

紙本墨書祖元書状

指定年月日 社寺名 名称

極楽寺十大弟子像

鶴岡八幡宮弁財天像

木造地蔵菩薩座像

宝戒寺厨子入地蔵菩薩像
梵天

帝釈天像

浄光明寺木造阿弥陀如来及両脇侍

建長寺地蔵菩薩像

地蔵菩薩像
円覚寺

観音像

証菩提寺木造阿弥陀如来及両脇侍

称名寺文選
円覚経

日光菩薩

月光菩薩
宝城坊

四天王像

十二神将像

宝戒吉

円覚寺

称名寺

宝城坊

指定年月日

大正14年4月24日

大正15年4月19日

大正15年4月19日

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

震災前指定

極楽寺

寺

寺

寺

一

園

応

長

赤

覚

円

建

幸

震
災
復
旧
鎌
倉
国
宝
帖

円応寺

建長寺

東慶寺

神
奈
川
県
社
寺
宝
物
復
旧
帖

大正14年4月24日

大正14年4月24日

震災前指定

震災前指定

大正14年4月24日

大正14年4月24日

大正14年4月24日

大正14年4月24日

浄智寺

円覚寺
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前
者
が
鎌
倉
に
所
在
す
る
国
宝
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
後
者
に
は

鎌
倉
だ
け
で
な
く
そ
れ
以
外
の
地
域
の
国
宝
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。
両
者
に
収
録

さ
れ
た
国
宝
の
一
覧
は
表
９
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
前
者
は
全
て
国
宝
で
あ

り
、
前
章
で
み
た
大
正
十
三
年
の
古
社
寺
保
存
金
（
通
常
及
び
臨
時
）
に
よ
っ
て
修

復
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
後
者
に
は
国
宝
既
指
定
と
未
指
定
が
混
在
し

て
い
る
。
し
か
も
称
名
寺
所
蔵
分
を
除
け
ば
、
震
災
後
に
国
宝
指
定
を
受
け
た
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
は
修
復
を
経
た
後
に
指
定
さ
れ
た
も
の

か
、
そ
れ
と
も
国
宝
指
定
を
受
け
て
か
ら
修
復
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
特
別
保
護
建
造
物
や
国
宝
を
所
有
す
る
社
寺
に
対

し
て
は
国
庫
か
ら
の
補
助
が
あ
り
、
ま
た
神
社
に
対
し
て
は
県
や
市
町
村
か
ら
少
な

い
な
が
ら
も
補
助
金
が
あ
り
、
十
分
で
は
な
い
に
せ
よ
復
旧
に
向
け
た
財
政
的
な
援

助
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
寺
院
は
檀
家
以
外
に
援
助
を
求
め
る
先

も
な
く
、
ど
の
よ
う
に
復
旧
に
向
け
て
進
ん
で
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
復
旧
に
際
し

て
社
寺
が
抱
え
る
諸
問
題
を
事
例
的
に
み
て
み
よ
う
。

１
応
急
的
施
設
の
建
設
と
古
社
寺
保
存
資
金

古
社
寺
保
存
資
金
と
は
第
二
章
で
見
た
古
社
寺
保
存
金
と
紛
ら
わ
し
い
名
称
で
あ

る
が
、
古
社
寺
保
存
法
よ
り
も
以
前
、
明
治
二
十
四
年
内
務
省
訓
令
第
一
三
二
号
の

規
定
に
よ
り
、
「
社
寺
建
物
ノ
保
存
資
金
」
と
し
て
内
務
省
か
ら
申
請
社
寺
に
下
付

四
社
寺
文
化
財
の
復
旧
と
諸
問
題

さ
れ
た
資
金
の
こ
と
で
あ
る
。
道
府
県
は
社
寺
の
代
わ
り
に
そ
の
資
金
を
保
管
蓄
積

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
震
災
に
よ
っ
て
罹
災
し
た
社
寺
は
応
急
施
設
の
建
設
の
た

め
、
こ
の
資
金
の
利
用
を
希
望
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
が
最
初
に
現
れ
た
の
が

東
京
府
で
、
大
正
十
二
年
十
二
月
十
七
日
に
文
部
省
に
右
の
旨
を
伺
い
出
た
と
こ

ろ
、
文
部
省
も
「
将
来
ノ
補
填
ノ
方
法
」
を
定
め
た
上
な
ら
ぱ
と
い
う
条
件
で
資
金

の
一
時
的
使
用
を
承
認
し
た
。
同
時
に
文
部
省
は
東
京
府
以
外
の
神
奈
川
千
葉
静
岡

（

瓠

）

山
梨
の
四
県
へ
も
東
京
府
へ
の
通
牒
内
容
を
通
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
罹
災
地

域
の
社
寺
で
古
社
寺
保
存
資
金
を
蓄
積
し
て
い
る
社
寺
に
と
っ
て
は
朗
報
で
あ
っ
た

が
、
ど
れ
だ
け
の
寺
院
が
古
社
寺
保
存
資
金
を
使
用
し
て
応
急
施
設
を
建
設
し
た
の

か
、
古
社
寺
保
存
資
金
の
総
額
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。

２
社
寺
再
建
期
限
問
題

関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
本
殿
や
本
堂
な
ど
を
罹
災
し
た
社
寺
に
と
っ
て
そ
の
存
続

を
脅
か
す
よ
う
な
大
き
な
障
害
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
十
五
年
十
一
月
七
日
付
内

務
省
達
乙
第
五
九
号
の
規
定
で
、
「
在
来
ノ
社
寺
ニ
シ
テ
変
災
二
遭
上
建
物
悉
皆
烏

有
二
帰
ス
ル
者
ハ
満
五
年
二
再
建
セ
シ
メ
若
シ
右
期
限
ヲ
過
キ
建
設
セ
サ
ル
者
ハ
ー

（

蛇

）

面
許
可
ヲ
停
メ
ー
面
社
寺
明
細
帳
ヲ
削
除
」
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
社
寺
明

細
帳
か
ら
の
削
除
は
社
寺
の
廃
止
を
意
味
し
て
い
た
。

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
全
壊
し
た
社
寺
の
再
建
期
限
は
五

年
後
の
昭
和
三
年
八
月
末
日
ま
で
で
、
期
限
ま
で
に
再
建
の
見
込
み
の
た
た
な
い
社

寺
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
三
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
社
寺

の
再
建
は
氏
子
や
檀
家
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
に
依
拠
し
て
い
た
の
で
、
昭
和
初
年
の
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経
済
状
況
の
悪
化
に
と
も
な
い
寄
付
金
は
見
込
み
ど
お
り
に
集
ま
ら
ず
、
そ
の
結
果

再
建
の
目
途
が
立
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
か
で
も
神
社
に
比
し
て
財
政
的
基
盤
の
弱
い
寺
院
の
方
が
危
機
感
を
強
め
た
よ

う
で
、
再
建
期
限
の
延
長
を
政
府
に
求
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
最
初
は
昭
和
三

年
五
月
浄
土
宗
社
会
部
か
ら
の
出
願
で
、
す
ぐ
に
仏
教
会
全
体
の
動
向
と
な
り
翌
六

月
に
は
仏
教
連
合
会
常
務
幹
事
の
連
名
で
文
部
大
臣
に
対
し
て
「
寺
院
再
建
復
興
一
一

関
ス
ル
請
願
」
を
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
文
部
省
は
早
急
に
東
京
府
と
神
奈
川

県
に
お
け
る
罹
災
寺
院
の
再
建
状
況
を
調
査
し
、
該
当
寺
院
が
少
な
く
な
い
こ
と
か

ら
、
「
関
東
震
災
地
域
広
汎
ニ
亘
リ
且
又
被
害
ハ
寺
院
仏
堂
二
止
マ
ラ
ズ
其
ノ
復
興

ヲ
援
助
ス
ベ
キ
檀
徒
信
徒
二
及
上
之
レ
カ
経
済
的
復
旧
ヲ
俟
ツ
ー
非
ザ
レ
バ
寺
院
仏

堂
ノ
復
興
ノ
如
キ
ハ
至
難
二
属
シ
殊
二
震
災
地
域
中
東
京
神
奈
川
ノ
府
県
テ
ハ
尚
再

建
未
済
ノ
寺
院
ハ
相
当
多
数
二
上
ル
ノ
状
況
二
在
り
然
ル
ー
此
際
之
二
対
シ
直
二
前

記
乙
第
五
十
九
号
達
ヲ
適
用
シ
明
細
帳
削
除
ノ
処
分
ヲ
ナ
ス
ハ
復
興
事
業
ノ
現
状
二

鑑
ミ
酷
二
失
ス
ル
ノ
嫌
ア
ル
」
と
い
う
特
別
事
情
を
考
慮
し
て
、
あ
と
五
カ
年
間
の

期
間
延
長
を
決
定
し
、
九
月
三
日
に
東
京
府
や
神
奈
川
県
他
四
県
知
事
に
通
達
し

（
認
）

た

。

神
奈
川
県
内
で
再
建
の
目
途
が
た
た
な
い
社
寺
が
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
統
計

的
な
資
料
が
な
く
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
文
部
省
の
調
査
に
対
し
て
回
答
し
た
記
録

が
あ
り
、
県
内
で
十
ヵ
町
村
の
未
調
査
分
が
あ
る
も
の
の
鎌
倉
郡
三
浦
郡
な
ど
で

十
ヵ
寺
が
財
源
不
足
や
檀
徒
少
数
の
た
め
建
築
遅
延
や
建
築
の
見
込
み
が
た
た
ず
、

（

弧

）

ま
た
あ
る
寺
院
は
他
寺
院
と
の
合
併
交
渉
中
で
あ
っ
た
。

３
参
拝
有
料
化

大
仏
の
罹
災
に
よ
り
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
大
仏
の
胎
内
観
覧
が
不
可
能
と
な

り
、
観
覧
料
収
入
が
唯
一
の
寺
院
収
入
と
し
て
き
た
高
徳
院
は
、
そ
れ
で
は
寺
院
の

維
持
が
困
難
に
な
る
と
し
て
、
奈
良
大
仏
の
例
に
倣
い
一
般
参
拝
者
か
ら
「
香
料
」

を
三
ヶ
年
の
期
限
で
徴
収
し
た
い
と
い
う
計
画
を
立
て
、
大
正
十
二
年
十
月
二
十
九

（

弱

）

日
に
県
知
事
へ
出
願
し
た
。
こ
の
出
願
が
許
可
さ
れ
た
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
先

に
見
た
よ
う
に
鎌
倉
大
仏
の
修
理
は
、
大
正
十
三
年
十
二
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の

わ
ず
か
半
年
で
完
了
し
て
お
り
、
高
徳
院
の
不
安
は
少
な
く
て
す
ん
だ
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

高
徳
院
以
外
の
社
寺
で
こ
の
よ
う
な
参
拝
料
を
徴
収
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
社
寺
の
国
宝
や
特
別
保
護
建
造

物
を
は
じ
め
と
す
る
社
寺
文
化
財
は
参
拝
客
を
呼
び
寄
せ
る
「
観
光
資
源
」
的
な
意

味
合
い
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
社
寺
文
化
財
の
復
旧
は
死
活
問
題
で
あ
っ

た
。４

御
下
賜
金
問
題

有
力
社
寺
の
中
に
は
皇
室
と
の
関
係
を
根
拠
に
、
再
建
経
費
の
た
め
の
募
金
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
を
企
図
し
て
皇
室
か
ら
の
下
賜
金
の
交
付
を
受
け
た
も
の
が
あ
っ

た
。

大
正
十
四
年
十
二
月
円
覚
寺
は
文
部
大
臣
か
ら
の
一
通
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
。

そ
れ
は
臨
済
宗
円
覚
寺
派
大
本
山
円
覚
寺
の
再
建
に
関
し
て
皇
室
か
ら
千
円
を
下
賜

す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
山
の
再
建
を
進
め
て
い
る
円
覚
寺
に
と
つ
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て
朗
報
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
は
円
覚
寺
側
が
申
請
し
た
結
果
で

あ
っ
た
。
大
正
十
四
年
六
月
二
十
三
日
円
覚
寺
は
文
部
大
臣
に
対
し
て
、
宮
内
省
に

円
覚
寺
再
建
の
た
め
御
下
賜
金
を
拝
戴
し
た
く
大
臣
の
副
申
を
求
め
た
。
こ
れ
は
出

願
者
が
直
接
宮
内
省
に
申
請
す
る
の
で
は
な
く
、
寺
院
は
文
部
省
を
、
神
社
は
内
務

省
を
そ
れ
ぞ
れ
経
由
し
て
申
請
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
円
覚
寺

の
出
願
文
面
に
は
、
皇
室
と
の
関
係
や
北
條
時
宗
に
よ
る
創
建
と
い
う
縁
起
由
緒
を

述
べ
た
上
で
、
震
災
に
よ
り
一
山
す
べ
て
崩
壊
し
た
た
め
、
一
部
は
古
社
寺
保
存
金

の
補
助
に
よ
り
復
旧
を
図
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
全
山
の
復
旧
に
は
莫
大
の
経
費
を

必
要
と
す
る
。
そ
の
た
め
末
寺
檀
家
信
徒
な
ど
か
ら
寄
付
金
を
募
集
し
、
四
期
十
年

の
長
期
計
画
で
再
建
事
業
を
完
成
さ
せ
た
い
の
で
、
そ
れ
故
下
賜
金
を
賜
り
た
い
と

（

妬

）

い
う
も
の
で
あ
る
。
文
部
省
も
直
ち
に
副
申
を
添
え
て
宮
内
省
へ
送
付
し
た
。

（

釘

）

高
徳
院
も
ま
た
御
下
賜
金
を
申
請
し
て
い
る
が
実
現
し
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ

る
。
円
覚
寺
の
よ
う
に
再
建
や
改
築
な
ど
の
た
め
社
寺
が
下
賜
金
を
求
め
る
事
例
は

少
な
く
は
な
く
、
次
第
に
増
加
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
大
正

十
五
年
四
月
二
十
三
日
に
宮
内
省
は
「
社
寺
賜
金
内
規
改
正
」
の
旨
を
文
部
省
へ
、

お
そ
ら
く
内
務
省
へ
も
同
様
に
通
知
し
て
い
る
。
四
月
二
十
二
日
に
改
正
さ
れ
た
内

規
は
、
賜
金
を
大
き
く
工
事
関
係
と
、
神
社
の
昇
格
・
祭
礼
・
寺
院
の
年
忌
と
に
わ

（

犯

）

け
、
条
件
を
皇
室
に
由
緒
あ
る
こ
と
な
ど
厳
し
く
限
定
し
て
い
る
。

５
社
寺
募
金
の
地
方
財
政
へ
の
影
響

昭
和
四
年
三
月
十
八
日
神
奈
川
県
知
事
は
文
部
大
臣
に
対
し
て
、
他
府
県
の
社
寺

が
復
旧
費
用
な
ど
の
名
目
で
寄
付
金
募
集
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
神
奈
川

む

す

び

に

か

え

て

以
上
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
社
寺
や
社
寺
文
化
財
が
罹

災
し
た
の
か
。
社
寺
の
建
造
物
の
被
害
や
被
害
額
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
の
場
合

お
お
よ
そ
の
数
値
を
把
握
で
き
た
。
し
か
し
、
社
寺
の
什
宝
な
ど
の
文
化
財
に
つ
い

て
は
、
鎌
倉
の
寺
院
を
除
け
ば
、
数
値
的
に
も
具
体
的
に
も
把
握
が
で
き
て
い
な
い

の
が
、
現
在
の
研
究
状
況
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
の
研
究
史
の
中
で
も
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
、
近
代

宗
教
史
に
お
い
て
も
震
災
と
社
寺
の
関
係
に
つ
い
て
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
震
災
と
社
寺
や
社
寺
文
化
財
の
関
係

は
き
わ
め
て
多
様
な
問
題
点
を
含
み
、
未
解
明
な
歴
史
事
象
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

県
を
除
外
し
て
ほ
し
い
旨
依
頼
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
震
災
応
急
経
費
な
ど
の
た
め

ふ
く
ら
ん
だ
未
償
還
地
方
債
の
問
題
が
あ
っ
た
。
神
奈
川
県
の
場
合
、
一
戸
平
均

五
百
八
十
九
円
余
り
の
債
務
が
残
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
文
部
省
が
募
集
範

囲
に
神
奈
川
県
内
を
含
め
て
許
可
し
た
社
寺
の
募
金
総
額
は
二
戸
平
均
に
直
し
て
三

円
三
十
八
銭
余
に
も
の
ぼ
り
、
こ
の
た
め
社
寺
の
募
金
活
動
が
神
奈
川
県
民
に
過
分

の
出
費
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
神
奈
川
県
の
未
償
還
地
方
債
の
解
消
の

（

犯

）

桂
桔
と
な
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
文
部
省
の
回
答
は
、
社
寺
募

金
と
地
方
債
務
と
は
関
係
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
神
奈
川
県
が
危
機
感
を

持
つ
ほ
ど
に
震
災
後
の
社
寺
の
復
旧
に
関
し
て
募
金
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目

す
べ
き
で
あ
る
。
逆
に
こ
の
よ
う
な
社
寺
募
金
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
罹
災
社
寺
が
再
建
で
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

-61-



た
。
資
料
的
に
追
求
し
に
く
い
点
も
あ
る
が
、
逆
に
資
料
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
り
、
研
究
課
題
と
し
て
は
大
き
い
存
在
で
あ
ろ
う
。

今
後
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
項
目
を
資
料
的
に
裏
付
け
な
が
ら
論
証
を
重
ね
て
い

き
た
い
。
そ
の
際
、
本
稿
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
と
し
て
い
く
つ
か
の
課

題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
は
、
昭
和
三
年
に
創
立
し
た
鎌
倉
国
宝
館
で
あ

る
。
周
知
の
と
お
り
鎌
倉
の
社
寺
文
化
財
が
大
打
撃
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
二
度
と

震
災
の
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
保
存
し
、
社
寺
文
化
財
の
調
査
研
究
を
す
る
た
め

の
「
博
物
館
」
と
し
て
生
ま
れ
た
先
駆
的
な
施
設
で
あ
り
、
こ
の
国
宝
館
の
設
立
に

つ
い
て
、
国
宝
修
理
工
場
や
鎌
倉
同
人
会
と
の
関
係
を
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

第
二
に
は
、
今
回
仮
に
社
寺
文
化
財
を
定
義
し
た
が
、
こ
れ
に
関
わ
る
事
項
で
あ

り
な
が
ら
本
稿
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
の
震
災
被
害
と
復
旧

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
本
稿
で
国
宝
修
理
の
と
こ
ろ
で
少
し
言
及
し
た
が
、
震
災
に
よ
っ

て
、
結
果
的
で
は
あ
る
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
文
化
財
（
例
え
ば
相
模
川
橋
脚
古
柱

の
出
現
や
、
三
浦
半
島
海
岸
部
の
隆
起
な
ど
）
や
、
国
宝
修
理
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

た
胎
内
銘
文
や
鎌
倉
大
仏
の
金
箔
と
い
っ
た
新
情
報
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
側
面
に

も
着
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
九
九
五
年
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
、
歴
史
研
究
者
を
中
心
に
歴
史
資
料

救
出
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展
開
し
た
。
自
然
災
害
と
共
存
し
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
に
文
化
財
を
認
識
し
守
り
伝
え
て
い
く
の
か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が
関
東
大
震
災
の
中

に
も
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
思
え
る
。

註（
１
）
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
震
源
は
東
経
百
三
十
九
度
二
十
分
北
緯
三
十
五
度
四
十

分
、
発
震
時
間
は
午
前
十
一
時
五
十
八
分
三
十
二
秒
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
一
六
で

あ
る
と
い
う
（
宇
佐
美
龍
夫
編
「
日
本
被
害
地
震
総
覧
」
二
二
四
頁
、
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
八
七
年
三
月
）
。

（
２
）
厳
密
に
定
義
さ
れ
た
用
語
で
は
な
い
が
、
①
社
寺
の
宗
教
的
な
空
間
を
構
成
す
る

建
物
や
土
地
、
社
寺
林
と
参
道
な
ど
、
②
神
体
や
仏
像
な
ど
の
宗
教
的
偶
像
物
、
③

絵
画
、
古
文
書
、
典
籍
類
、
④
祝
訶
や
読
経
な
ど
の
宗
教
行
為
に
必
要
な
道
具
や
什

物
、
以
上
を
「
社
寺
文
化
財
」
と
呼
び
た
い
。
現
在
の
文
化
財
概
念
の
分
類
で
い
う

な
ら
ば
①
は
建
築
文
化
財
と
史
跡
的
な
要
素
を
有
し
、
②
か
ら
④
は
有
形
の
美
術
工

芸
品
あ
る
い
は
無
形
民
俗
文
化
財
の
よ
う
な
要
素
を
有
し
て
い
る
。
両
者
が
あ
い

ま
っ
て
社
寺
空
間
と
宗
教
的
な
権
威
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
明
治
三
十
年
六
月
五
日
法
律
第
四
十
九
号
。
法
律
の
意
義
や
全
文
に
つ
い
て
は
文

化
庁
「
文
化
財
保
護
法
五
十
年
史
」
（
ぎ
よ
う
せ
い
、
二
○
○
一
年
八
月
）
を
参
照
。

（
４
）
古
社
寺
保
存
法
に
お
け
る
「
国
宝
」
の
定
義
と
、
昭
和
四
年
の
国
宝
保
存
法
に
お

け
る
「
国
宝
」
の
定
義
と
、
現
在
の
文
化
財
保
護
法
に
お
け
る
「
国
宝
」
の
定
義
に

つ
い
て
は
前
掲
「
文
化
財
保
護
法
五
十
年
史
』
を
参
照
。

（
５
）
神
奈
川
県
警
察
部
編
「
大
正
大
震
火
災
誌
』
の
第
七
編
第
三
章
大
震
災
被
害
表
の

第
二
号
表
「
震
火
災
被
害
調
査
市
郡
総
計
表
」
所
収
、
大
正
十
五
年
六
月
発
行
）
。

（
６
）
横
浜
市
編
「
横
浜
復
興
誌
第
四
編
」
五
二
～
六
五
六
頁
、
昭
和
七
年
三
月
。

（
７
）
鎌
倉
町
役
場
編
集
・
発
行
、
昭
和
五
年
十
二
月
。

（
８
）
「
法
律
第
十
二
号
震
災
被
害
特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
二
保
存
金
支
出
」
（
国
立
公
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文
言
館
所
蔵
「
国
宝
保
存
総
規
重
要
美
術
品
保
存
総
規
」
文
部
省
昭
和
五
十
九
年

移
管
、
四
ン
総
‐
忌
認
ら
。

（
９
）
「
古
社
寺
保
存
金
ノ
臨
時
支
出
二
関
ス
ル
件
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
類
聚

第
四
十
八
編
大
正
十
三
年
巻
十
八
」
）
に
添
付
さ
れ
て
い
る
ガ
リ
版
刷
り
の
文

書
で
、
こ
れ
は
当
時
文
部
省
で
文
部
技
師
（
勅
任
官
待
遇
）
と
し
て
古
社
寺
保
存
調

査
を
担
当
し
た
中
川
忠
順
が
調
査
し
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中

川
の
略
歴
は
、
明
治
六
年
石
川
県
生
、
明
治
三
十
二
年
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
史
学

科
卒
業
、
大
学
院
に
進
学
し
日
本
絵
画
史
研
究
に
従
事
、
明
治
三
十
三
年
か
ら
は
内

務
省
古
社
寺
保
存
計
画
調
査
の
嘱
託
員
と
な
り
、
明
治
三
十
九
年
に
は
古
社
寺
保
存

会
委
員
に
就
任
。
そ
の
か
た
わ
ら
美
術
審
査
委
員
や
法
隆
寺
壁
画
保
存
調
査
委
員
な

ど
を
勤
め
、
大
正
七
年
六
月
に
文
部
技
師
（
奏
任
官
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
震
災
直
前
の

大
正
十
二
年
六
月
に
勅
任
官
待
遇
、
昭
和
三
年
三
月
二
十
二
日
に
没
し
た
。
略
歴

は
、
「
故
文
部
技
師
中
川
忠
順
叙
勲
ノ
儀
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
昭
和
三
年
叙

勲
内
国
人
一
巻
こ
い
ン
扇
勲
窪
と
に
よ
る
。
中
川
に
は
こ
の
時
の
大
仏
調
査
を

も
と
に
し
た
「
鎌
倉
大
仏
沿
革
略
」
（
「
思
想
」
四
八
号
、
一
九
二
五
年
）
が
あ
る
。

（
、
）
鎌
倉
国
宝
館
所
蔵
。
こ
の
資
料
は
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
の
罫
紙
に
ペ
ン
書
き
。
最

初
に
記
さ
れ
た
「
小
引
」
に
は
「
大
正
十
三
年
神
奈
川
県
庁
ノ
嘱
託
ヲ
受
ケ
約
一
ヶ

月
ノ
時
日
ヲ
限
リ
テ
県
下
鎌
倉
郡
鎌
倉
町
並
二
其
付
近
ノ
寺
院
ノ
像
什
宝
ヲ
調
査
シ

妾
々
十
二
年
九
月
大
震
災
ノ
被
害
程
度
ヲ
も
注
記
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
タ
リ
爾
来
其
方

針
ノ
下
二
事
業
ヲ
進
メ
略
ボ
完
了
ス
ル
ヲ
得
タ
ル
ヲ
以
テ
調
査
品
目
ヲ
整
整
蘆
シ
姦

二
之
ヲ
報
告
ス
大
正
十
四
年
三
月
田
中
豊
蔵
」
と
記
さ
れ
、
調
査
の
概
要
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
物
件
を
除
外
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
田
中
豐
蔵
な
る
人
物
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
る
の
か
、
同
時
期
に
京

城
帝
国
大
学
の
教
授
に
同
姓
同
名
の
人
物
が
い
る
が
、
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か

を
含
め
て
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

（
Ⅱ
）
前
掲
「
鎌
倉
震
災
誌
」
、
二
九
五
頁
。

（
吃
）
前
掲
「
法
律
第
十
二
号
震
災
被
害
特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
二
保
存
金
支
出
」
。

（
喝
）
前
掲
「
法
律
第
十
二
号
震
災
被
害
特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
二
保
存
金
支
出
」
。

こ
の
資
料
に
は
震
災
で
被
害
を
受
け
た
特
別
保
護
建
造
物
と
国
宝
の
修
理
の
必
要
性

を
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

「

古

社

寺

臨

時

保

存

金

支

出

二

関

ス

ル

経

費

臨

時

部

古

社

寺

臨

時

保

存

金

一

○

八

、

九

○

○

円

震

災

特

別

保

護

建

造

物

臨

時

保

存

金

一

○

八

、

九

○

○

円

震
災
ニ
因
り
倒
壊
又
ハ
破
損
シ
タ
ル
特
別
保
護
建
造
物
建
長
寺
本
堂
外
六
棟
ハ
上
代
文
化

ノ
精
華
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
力
復
旧
保
存
ヲ
謀
ル
カ
為
修
理
ヲ
行
フ
ノ
必
要
ア
リ
之
力
経

費
十
四
万
五
千
二
百
円
ヲ
要
ス
ル
モ
当
該
社
寺
二
於
テ
之
ヲ
負
担
ス
ル
コ
ト
到
底
困
難
ナ

ル
ヲ
以
テ
従
来
特
別
保
護
建
造
物
修
理
二
対
ス
ル
保
存
金
交
付
ノ
例
二
依
り
該
経
費
ノ
七

割
五
分
ヲ
当
該
社
寺
二
下
付
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
ト
ス
而
シ
テ
経
常
古
社
寺
保
存
金
ハ
前
年

来
ノ
継
続
修
理
工
事
二
支
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
シ
到
底
今
回
ノ
震
災
特
別
保
護
建
造
物
二
対

シ
保
存
金
ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヲ
以
テ
前
記
ノ
如
ク
臨
時
保
存
金
ノ
支
出
ヲ
要
ス

ル
モ
ノ
ト
，
ス
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震
災
ニ
因
り
特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
ノ
倒
壊
又
ハ
破
損
シ
タ
ル
モ
ノ
建
造
物
二
於
テ
九

棟
国
宝
二
於
テ
百
十
余
点
ニ
達
セ
ル
カ
之
等
ハ
鎌
倉
時
代
乃
至
江
戸
時
代
ヲ
代
表
ス
ル
建

築
又
ハ
芸
術
品
ノ
精
華
ニ
シ
テ
就
中
円
覚
寺
舎
利
殿
ノ
如
キ
ハ
東
京
二
於
ケ
ル
鎌
倉
時
代

唯
一
無
二
ノ
禅
建
築
ナ
リ
而
モ
之
等
ハ
何
レ
モ
多
年
ノ
星
霜
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ

若
シ
倒
壊
破
損
ノ
侭
荏
再
経
過
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
雨
水
ノ
浸
潤
材
料
ノ
散
供
等
二
依
り
比
ノ

貴
重
ナ
ル
上
代
文
化
ノ
精
華
ヲ
壊
滅
セ
シ
ム
ル
ニ
至
り
国
家
ノ
損
失
ハ
測
り
知
ル
可
カ
ラ

内
訳 金

鑛
神
社
塔
婆

計臨
時
保
存
金
（
修
理
費
ノ
七
割
五
分
）

震
災
特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
応
急
保
存
二
要
ス
ル
経
費

古

社

寺

臨

時

保

存

金

震
災
特
別
保
護
建
造
物
復
旧
工
事
費

建

長

寺

本

堂

同

寺

唐

門

震
災
特
別
保
護
建
造
物
臨
時
保
存
金

震
災
国
宝
臨
時
保
存
金

円
融
寺
本
堂

円
覚
寺
舎
利
殿

石
堂
寺
本
堂

同
寺
昭
堂

五

、

一

二

五

三
八
、
三
○
○

二
一
、
七
二
五

一
二
、
○
○
○

九
、
二
○
○

一
六
、
○
九
○

四
五
、
二
○
○

○
八
、
九
○
○

三
一
、
一
○
○

四
二
、
六
七
○
円

二
七
、
○
○
○

四

、

一

○

○

ス
速
二
厳
密
ナ
ル
監
督
ノ
下
二
跡
取
り
方
付
即
チ
倒
壊
セ
ル
保
護
建
造
物
ノ
材
料
及
損
壊

堂
宇
ノ
下
敷
ト
ナ
レ
ル
国
宝
ノ
破
損
材
料
ヲ
拾
集
整
理
シ
テ
其
ノ
散
逸
消
滅
ヲ
防
キ
又
其

ノ
傾
斜
甚
シ
ク
若
ハ
地
盤
崩
壊
ノ
為
メ
転
倒
危
険
ノ
状
態
ニ
在
ル
特
別
保
護
建
造
物
二
対

ス
ル
応
急
手
当
ヲ
施
ス
ハ
最
モ
緊
要
ノ
事
二
属
ス
而
シ
テ
之
二
要
ス
ル
経
費
金
三
万
壱

千
百
円
ナ
リ
然
ル
ー
古
社
寺
保
存
費
ノ
予
算
ハ
当
時
二
在
リ
テ
尚
不
足
ノ
折
柄
之
等
ノ
経

費
ヲ
支
出
ス
ル
余
裕
ナ
ク
且
此
際
社
寺
ヲ
シ
テ
該
経
費
ヲ
負
担
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
事
実
不

可
能
ナ
ル
ヲ
以
テ
前
記
ノ
如
ク
臨
時
保
存
金
ノ
支
出
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
依
テ
本
経
費
ヲ

大
正
十
二
年
度
追
加
予
算
二
計
上
ノ
計
画
中
二
属
セ
リ

尚
古
社
寺
保
存
金
ノ
支
出
二
付
テ
ハ
古
社
寺
保
存
法
第
十
六
条
二
制
限
（
毎
年
十
五
万
円

乃
至
二
十
万
円
）
ア
ル
ヲ
以
テ
別
二
左
ノ
意
味
ノ
法
律
案
ヲ
提
出
ス
ル
計
画
ナ
リ

大
正
十
二
年
九
月
一
日
ノ
地
震
二
基
ク
特
別
保
護
建
造
物
及
国
宝
ノ
被
害
二
付
維
持
修
理

二
関
ス
ル
経
費
ヲ
補
助
ス
ル
為
メ
政
府
ハ
大
古
社
寺
保
存
法
第
十
六
条
ノ
金
額
ヲ
超
エ
臨

時
保
存
金
フ
支
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」

（
皿
）
前
掲
「
古
社
寺
保
存
金
ノ
臨
時
支
出
二
関
ス
ル
件
」
。

（
喝
）
衆
議
院
で
の
岡
田
文
部
大
臣
の
趣
旨
説
明
。
「
宮
報
号
外
大
正
十
三
年
七
月
四

日

衆

議

院

議

事

速

記

録

第

五

号

」

「

帝

国

議

会

衆

議

院

議

事

速

記

録

“

第

四
十
八
・
四
十
九
回
議
会
大
正
十
二
年
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
九
月
。

（
恥
）
前
掲
「
鎌
倉
震
災
誌
』
二
九
五
頁
。

（
灯
）
「
昭
和
三
年
九
月
高
徳
院
主
要
出
来
事
書
上
」
「
鎌
倉
市
史
近
代
史
料
編
第

一
」
四
六
九
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
三
月
。

（
肥
）
「
大
正
十
四
年
度
文
部
省
予
算
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
類
聚
」
大
正
十
三

年

財

政

門

）

。
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（
岨
）
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
「
仏
像
修
理
ｌ
明
珍
家
三
代
の
あ
ゆ
み
ｌ
」
（
「
有
鄭
」
第

三
九
九
号
二
○
○
一
年
二
月
十
日
号
）
や
「
鎌
倉
震
災
誌
』
を
参
照
。

（
鋤
）
こ
の
際
に
修
理
を
受
け
た
彫
刻
類
の
写
真
は
現
在
束
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ト
は
研
究
代
表
者
山
本
勉
「
明
珍
恒
男
写
真
資
料
の

美
術
史
的
研
究
に
つ
い
て
」
（
平
成
七
～
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

（
Ｂ
）
（
２
）
研
究
成
果
報
告
書
）
を
参
照
。

（
皿
）
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
『
明
珍
恒
男
写
真
資
料
」
扇
弓
勺
認
。
な
お
、
こ
の
写
真

に
は
左
か
ら
円
応
寺
の
木
造
倶
生
神
像
と
お
ぼ
し
き
像
の
両
手
と
脚
部
が
見
え
、
次

に
木
造
初
江
王
坐
像
、
木
造
閻
魔
王
坐
像
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
建
長
寺
の
湊
漆
須

弥
壇
、
そ
し
て
須
弥
壇
の
上
に
は
木
造
北
條
時
頼
坐
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
正
面
に

は
祭
具
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
、
そ
の
奥
に
覚
園
寺
の
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
が
鎮
座

し
、
右
に
は
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
右
側
に
は
東
慶
寺
の

木
造
聖
観
音
立
像
、
そ
し
て
極
楽
寺
の
木
造
釈
迦
如
来
立
像
の
姿
が
見
え
る
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て
修
理
を
終
え
、
震
災
以
前
の
姿
に
復
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の

写
真
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
、
国
宝
の
修
復
工
事
が
完
成
し
た
大
正
十
四
年
四
月
十
三

日
以
降
と
推
定
で
き
る
が
、
そ
の
時
点
で
は
建
長
寺
や
円
覚
寺
な
ど
の
復
旧
工
事
が

終
了
し
て
い
な
い
た
め
、
国
宝
は
そ
の
ま
ま
工
場
に
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
国
宝
が
い
つ
頃
元
の
寺
院
に
戻
さ
れ
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
調
査
し

て
い
な
い
。
こ
の
写
真
が
宝
戒
寺
に
設
置
さ
れ
た
国
宝
修
理
工
場
で
昭
和
三
年
頃
の

撮
影
と
い
う
見
方
が
あ
る
（
前
掲
『
有
鄭
」
第
三
九
九
号
掲
載
の
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
）
が
、
修
理
工
場
が
八
幡
宮
境
内
か
ら
宝
戒
寺
へ
と
移
転
す
る
の
は
「
大
正
十
四

年
四
月
中
旬
」
二
鎌
倉
震
災
誌
』
二
九
六
頁
）
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
写
真
掲
載

の
国
載
の
国
宝
が
す
べ
て
修
理
を
完
了
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
新
し
い
修
理
工

場
へ
修
復
し
た
国
宝
を
搬
入
す
る
の
は
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
点
か
ら
見
て
も
あ
り
得
な

い
よ
う
に
思
え
る
。

（
配
）
『
鎌
倉
市
文
化
財
総
合
目
録
耆
跡
・
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
篇
」
の
彫
刻
の
解
説

文
中
に
し
ば
し
ば
「
○
○
寺
（
院
）
国
宝
修
理
竣
成
報
告
書
」
が
出
典
と
し
て
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
庁
に
も
震
災
後
の
修
復
に
関
連
し
た
報
告
書
が
あ
る
よ

う

で

あ

る

。

（
配
）
「
鎌
倉
市
史
近
代
史
料
編
第
一
」
一
九
八
八
年
三
月
、
吉
川
弘
文
館
発
行
、

四

六

九

頁

。

（
型
）
前
掲
「
震
災
復
旧
鎌
倉
国
宝
写
真
帖
』
及
び
前
掲
『
鎌
倉
震
災
誌
』
。

（
妬
）
鶴
岡
八
幡
宮
で
は
大
正
十
二
年
十
一
月
に
内
務
省
に
「
災
害
復
旧
工
事
計
画
書
」

を
提
出
し
、
内
務
省
と
の
協
議
の
も
と
で
本
殿
な
ど
の
修
復
工
事
を
実
施
し
た
。
「
鶴

岡
八
幡
宮
年
表
」
鶴
岡
八
幡
宮
社
務
所
、
一
九
九
六
年
六
月
。

（
調
）
「
大
正
十
三
年
十
月
神
奈
川
県
臨
時
県
会
会
議
録
第
三
号
』
神
奈
川
県
議
会
図
書

室

所

蔵

）

。

（
訂
）
「
大
正
十
三
年
十
月
神
奈
川
県
臨
時
県
会
会
議
録
第
四
号
」
神
奈
川
県
議
会
図
耆

室

所

蔵

）

。

（
路
）
前
掲
『
横
浜
復
興
誌
」
第
四
巻
五
一
二
～
五
二
七
頁
。

（
鋤
）
頁
数
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
が
、
図
版
三
十
丁
、
縦
三
十
ｍ
横
二
十
叩
大
正

十
四
年
八
月
二
十
五
日
、
大
塚
工
藝
社
印
刷
。
現
在
確
認
し
て
い
る
所
蔵
先
は
、
横

浜
市
中
央
図
書
館
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
、
神
奈
川
県
立

歴

史

博

物

館

で

あ

る

。
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（
別
）
「
古
社
寺
保
存
金
一
時
使
用
ハ
将
来
補
填
方
法
決
定
ノ
上
ト
シ
使
用
ハ
支
障
ナ
シ
」

（
前
掲
『
国
宝
保
存
総
規
重
要
美
術
保
存
総
規
」
）
。

（
犯
）
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
第
一
編
社
寺
門
」
二
二
○
頁
、
明
治

二

十

四

年

。

（
認
）
「
関
東
大
震
災
罹
災
寺
院
再
建
期
間
延
長
方
」
（
国
立
公
文
耆
館
所
蔵
『
宗
教
総

規
」
文
部
省
昭
和
五
十
九
年
度
移
管
、
四
シ
駕
勺
鵠
圏
）
。

（
弘
）
前
掲
「
関
東
大
震
災
寺
院
再
建
期
間
延
長
方
」
。

（
妬
）
前
掲
「
鎌
倉
市
史
近
代
史
料
編
第
こ
四
四
二
～
四
四
四
頁
。

（
調
）
こ
の
全
文
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
起
案
文
言
の
印
名
に
つ
い
て
は
印
影
と

当
時
の
文
部
省
の
職
員
録
と
を
照
合
し
て
判
明
で
き
た
分
の
み
当
該
氏
名
を
付
し

先

に

０

（
鋤
）
頁
数
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
が
、
図
版
十
二
丁
、
縦
三
十
ｍ
横
二
十
叩
大
正

十
五
年
十
一
月
二
十
日
発
行
、
大
塚
工
藝
社
印
刷
。
現
在
所
蔵
を
確
認
し
て
い
る
の

大
臣
印
（
岡
田
良
平
）

文

部

大

臣

岡

田

良

平

殿

七
月
二
十
八
目
附
臨
宗
六
三
号
ヲ
以
テ
臨
済
宗
円
覚
寺
派
大
本
山
円
覚
寺
再
建
二
関
シ
下

賜
金
拝
載
ノ
儀
稟
申
相
成
候
処
思
召
ヲ
以
テ
金
壱
千
円
下
賜
相
成
候
二
付
此
段
及
通
達
候

也 は
横
浜
開
港
資
料
館
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
。

「
大
正
十
四
年
十
二
月
八
日

印
（
「
裁
決
十
二
月
二
十
一
日
」
）

宮
内
大
臣
一
木
喜
徳
郎

臨
済
宗
円
覚
寺
派
大
本
山
円
覚
寺
住
職
古
川
慧
訓
ヨ
リ
同
寺
再
建
ノ
為
御
下
賜
金
ヲ
仰
キ

度
旨
ヲ
以
テ
別
紙
願
書
提
出
ノ
処
同
寺
ハ
弘
安
五
年
ノ
創
建
二
係
り
爾
来
皇
室
二
対
シ
奉

り
特
別
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ハ
再
建
趣
意
書
二
記
載
ノ
通
二
有
之
然
ル
ー
大
正
十
二
年

ノ
大
震
災
二
遭
上
開
山
塔
開
基
廟
山
門
等
ヲ
除
キ
山
内
ノ
諸
堂
悉
ク
壊
滅
二
帰
ス
ル
ニ
至

し
り
右
ノ
内
特
別
保
護
建
造
物
ダ
ル
舎
利
殿
ノ
復
興
二
対
シ
テ
ハ
エ
事
費
二
万
二
千
七
百

余
円
ノ
内
大
正
十
三
年
臨
時
議
会
ノ
協
賛
ヲ
得
ダ
ル
古
社
寺
臨
時
保
存
金
中
ヨ
リ
金

一
万
七
千
三
百
余
円
ノ
補
助
ヲ
与
へ
目
下
其
ノ
エ
事
ヲ
進
捗
セ
シ
メ
ッ
、
ア
リ
ト
難
仏
殿

其
他
諸
伽
藍
ノ
再
建
建
二
就
キ
テ
ハ
資
力
乏
シ
キ
カ
為
二
著
シ
キ
困
難
二
遭
逢
シ
巳
ム
事

ヲ
得
ス
シ
テ
事
業
ヲ
四
期
二
分
チ
テ
施
行
ス
ル
ノ
計
画
ヲ
立
テ
一
方
其
ノ
エ
事
費
二
充
テ

ン
カ
為
二
金
五
十
万
円
ヲ
十
箇
年
問
二
亙
リ
テ
全
国
ヨ
リ
寄
附
募
集
セ
ン
コ
ト
ヲ
出
願
シ

政
務
次
官
印
（
鈴
置
倉
次
郎
）
大
正
十
四
年
六
月
二
十
九
日

印

（

金

子

勝

太

郎

）

参

与

官

印

古

社

寺

保

存

課

長

宗

教

局

長

印

（

下

村

壽

二

嘱

託

印

大
臣
印
（
岡
田
良
平
）

次

官

印

（

松

浦

鎮

次

郎

）

次
官
印
（
松
浦
鎮
次
郎
）

御
下
賜
金
請
願
二
付
副
申

案

印
（
伊
藤
仁
吉
）

印
（
伊
東
延
吉
）

印 印

（
中
村
平
吉
）

（
松
尾
長
造
）
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願
候
也

別
紙
本
願
ノ
通
り
宮
内
省
二
御
下
賜
金
御
下
付
ノ
儀
出
願
シ
度
候
間
副
申
相
成
度
此
段
奉

宮
内
大
臣
宛

何
卒
願
意
御
採
納
相
成
候
様
音
取
計
ヲ
得
度
候
也

年

月

日

文
部
省
二
於
テ
異
二
之
ヲ
許
可
シ
タ
ル
モ
同
派
末
寺
二
百
有
余
箇
寺
ノ
大
部
分
ハ
等
シ
ク

震
災
被
害
地
域
内
二
存
ス
ル
ヲ
以
テ
概
ネ
資
力
二
乏
シ
ク
寄
付
募
集
亦
一
層
ノ
困
難
ア
ル

ヲ
察
セ
ラ
ル
此
際
二
当
り
若
シ
本
願
ノ
衷
情
ヲ
採
納
セ
ラ
レ
幸
二
御
下
賜
金
ノ
恩
命
ヲ
仰

ク
コ
ト
ヲ
得
ハ
本
山
ノ
光
栄
之
二
過
キ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
ハ
勿
論
門
末
道
俗
斉
シ
ク
優
渥
ナ

ル
聖
旨
二
感
激
シ
延
テ
一
般
ノ
意
気
振
作
ヲ
促
シ
且
シ
募
集
上
二
於
テ
モ
著
シ
ク
好
影
響

ヲ
将
来
シ
自
ラ
所
期
事
業
ノ
完
整
ヲ
速
了
シ
以
テ
益
々
斯
道
ノ
興
隆
二
勤
メ
歴
朝
御
保
護

ノ
厚
キ
ー
応
へ
奉
ル
ト
共
二
国
民
教
化
上
更
二
一
層
奮
励
努
力
シ
テ
国
家
二
貢
献
ス
ル
所

ア
ル
ヘ
シ
ト
存
セ
ラ
レ
候

文

部

大

臣

岡

田

良

平

殿

大
正
十
四
年
六
月
二
十
三
日

臨
済
宗
大
本
山
円
覚
寺

御
願

副
申
御
願

別
紙
添
付

文
部
大
臣

神
奈
川
県
鎌
倉
郡
小
坂
村

白

川

慧

訓

印

壊
仕
リ
候
二
付
別
記
ノ
如
キ
由
緒
ト
教
化
上
二
於
ケ
ル
必
要
ニ
依
り
是
非
共
是
ガ
債
権
ヲ

為
シ
度
ト
存
ジ
襄
二
文
部
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
申
候
モ
何
分
末
寺
ノ
大
部
分
ガ
被
害
地
ニ
在

ル
関
係
上
一
般
二
資
材
二
乏
シ
ク
困
難
仕
候
因
テ
甚
ダ
恐
權
ノ
次
第
二
候
へ
共
別
紙
趣
意

耆
御
高
覧
ノ
上
格
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
御
下
賜
金
御
下
付
被
成
降
度
此
段
奉
願
上
偉

大

正

十

四

年

六

月

二

十

三

日

当
寺
院
大
正
拾
二
年
ノ
大
震
災
ノ
為
メ
仏
殿
大
方
丈
庫
裡
禅
堂
等
主
要
ナ
ル
殿
堂
悉
ク
倒

宮
内
大
臣
一
木
喜
徳
郎
殿

再
建
趣
意
言

右
寺
信
徒
総
代

右
寺
末
寺
総
代吉

野

龍

海

右
寺
住
職

同 同 同
神
奈
川
県
鎌
倉
郡
小
坂
村

木
田
傳
兵
衛
印

新

堀

全

司

印

横

田

文

忠

印

関

戸

喜

三

印

古
川
慧
訓

印 印
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（
訂
）
鈴
木
良
明
「
高
徳
院
所
蔵
文
書
目
録
」
（
鎌
倉
大
仏
史
研
究
会
編
「
鎌
倉
大
仏
史

研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
六
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
三
年
に
「
大
仏
大
修
繕

研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
六
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
二

（
犯
）
「
宮
内
省
依
頼
社
寺
賜
金
内
規
改
正
」
（
前
掲
「
宗
教
総
規
』
）
。

臨

済

宗

大

本

山

円

覚

寺

当
寺
ハ
後
宇
多
天
皇
ノ
御
宇
弘
安
五
年
贈
従
一
位
北
條
時
宗
之
ヲ
創
建
シ
・
・
・
（
中

略
）
・
・
・
然
ル
ー
去
大
正
十
二
年
ノ
大
震
災
ハ
忽
爾
ト
シ
テ
谷
ヲ
涌
力
シ
メ
山
ヲ
崩
シ
当

山
ノ
諸
伽
藍
モ
開
山
塔
開
基
廟
山
門
等
ヲ
余
ス
ノ
他
ハ
悉
ク
壊
滅
二
帰
ス
直
二
仮
禅
堂
ヲ

建
テ
雲
納
依
止
ノ
処
ト
シ
修
道
ハ
一
日
ノ
荒
廃
ス
ル
ナ
キ
ヲ
得
シ
モ
屋
舎
狭
臘
ニ
シ
テ
四

来
ノ
求
道
者
ヲ
客
ル
、
ノ
余
地
ナ
シ
又
況
ン
ャ
吾
宗
単
伝
心
印
見
性
成
仏
ヲ
以
テ
要
旨
ト

ナ
ス
ト
雌
モ
百
丈
祖
師
一
度
清
規
ヲ
定
メ
テ
ョ
リ
日
常
百
般
ノ
儀
礼
ツ
ブ
サ
ニ
備
ハ
リ
テ

厳
守
移
ル
コ
ト
ナ
キ
弦
二
一
千
余
年
一
ハ
以
テ
宗
門
久
住
ノ
相
ト
シ
ー
ハ
以
テ
民
衆
摂
引

ノ
方
法
ト
ス
然
ル
ー
諸
伽
藍
ノ
壊
滅
ハ
此
等
儀
礼
ノ
導
行
ヲ
不
可
能
ナ
ラ
ン
ト
ス
又
参
問

ン
客
ヲ
シ
テ
所
期
ヲ
充
タ
、
サ
ル
ノ
憾
ア
ラ
シ
ム
斯
ク
テ
ハ
仏
祖
深
重
ノ
悲
願
化
門
建
立

ノ
弘
誓
モ
終
二
空
シ
カ
ラ
ン
ト
ス
是
レ
納
等
之
ガ
再
建
ヲ
発
願
シ
益
祖
道
ノ
興
隆
二
勤
メ

歴
朝
外
護
ノ
厚
キ
ー
酬
上
奉
ル
ト
共
二
民
衆
教
化
ノ
使
命
ヲ
完
フ
セ
ン
ト
期
ス
ル
所
以
ナ

古

川

慧

訓

印

」

「
円
覚
寺
再
建
二
関
シ
御
下
賜
金
下
付
ノ
件
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
大
正
Ｍ
・
３
～
昭

和
６
．
皿
御
下
賜
金
（
帝
室
雑
載
）
」
文
部
省
五
十
九
年
度
移
管
、
“
シ
ｇ
ふ
ち
巴
）
。

二
付
皇
室
ノ
援
助
ヲ
蒙
度
」
と
の
請
願
書
案
を
用
意
し
て
い
た
。

リ

大
正
十
四
年
六
月
二
十
三
日

右
円
堂
寺
住
職

｛
付
記
一

本
稿
は
、
平
成
十
三
年
度
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
基
礎
研
究
事
業
費
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
資
料
の
調
査
や
分
析
に
際
し
て
左
の
方
々
や
機
関
よ
り
資
料

の
提
供
や
ご
教
示
を
頂
戴
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

内
田
浩
史
吉
良
芳
恵
塩
澤
寛
樹
中
武
香
奈
美
樋
口
雄
一
明
珍
昭
二

鎌
倉
国
宝
館
国
立
公
文
書
館
東
京
国
立
博
物
館
有
隣
堂
出
版
部
横
浜
開
港

資
料
館
神
奈
川
県
議
会
図
書
室
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
文
化

財
課
神
奈
川
県
立
公
文
書
館

（
調
）
「
他
府
県
寺
院
ノ
寄
付
金
募
集
許
可
二
際
シ
本
件
除
外
方
」
（
前
掲
「
宗
教
総

規

」

）

。
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